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オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
主
義
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
の
産
物
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
園
は
敷
百
と
い
わ
れ
る
多
数
の
民
族
を
含
ん
で
お

t土

じ

め



り
、
も
と
も
と
人
々
の
聞
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
し
て
の
自
己
認
識
が
無
前
提
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
同
一
の
政
府
の
統
治
下
に
あ
る
こ
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
強
力
な
園
家
統
合
・
園
民
統
合
の
努
力
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と

い
う
「
共
通
語
」
の
存
在
と
機
能
、
そ
し
て
濁
立
後
数
十
年
を
経
て
今
や

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
生
ま
れ
」
と
言
え
る
よ
う
な
現
代
文
化
に
よ
る
枇

曾
統
合
の
産
物
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
〔
永
積

E
g
u
土
屋

E
g
参
照
〕
。

「多
様
性
の
中
の
統

ご
が
園
是
と
さ
れ
な
が
ら
、
現
在
貫

際
に
は
、
村
レ
ベ
ル
に
ま
で
至
る
地
方
行
政
制
度
の
重
一
化
な
ど
、
多
様
性
を
無
視
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
、
園
家
統
合

・
園
民
統
合
の
努

力
が
政
府
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
〔
穴
同
門
O

巴
包
参
照
〕
。
こ
の
政
府
に
よ
る
地
方
行
政
制
度
の
標
準
化
の
意
味
は
、
植
民
地
期
、
日
本
軍

政
期
、
そ
し
て
濁
立
後
と
い
う
三
つ
の
時
代
を
通
じ
て
の
襲
化
と
持
績
と
い
う
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
一
層
明
ら
か
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
本
稿
は
今
後
の
研
究
の
た
め
の
前
提
と
し
て
、
第
一
に
、
現
在
の
行
政
匝
董
の
構
成
と
比
較
し
つ
つ
、

年
ま
で
の
植
民
地
時
代
最
後
の
約
七

0
年
聞
の
ジ
ャ
ワ
島
に
お
け
る
地
方
行
政
直
重
の
種
類
と
数
の
獲
化
を
具
瞳
的
に
跡
づ
け
、
第
二
に
そ
の

一
八
七
四
年
か
ら
一
九
四
五

ヤ
ワ
島
の
ほ
ぼ
全
域
に
分
郡
が
設
置
さ
れ
た
年
で
あ
り
、

一
九
四
五
年
は
言
う
ま
で
も
な
く
三
年
牢
の
日
本
軍
政
が
終
わ
り、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

-107-

出現
化
の
過
程
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
時
に
ど
の
よ
う
な
問
題
黙
が
あ
る
か
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
八
七
四
年
と
い
う
の
は
ジ

が
濁
立
宣
言
を
護
し
た
年
で
あ
る
。

本
稿
は
現
在
の
行
政
巨
重
の
原
型
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ジ
ャ
ワ
島
の
直
轄
領
を
扱
う
。

え
ば
、

王
侯
領
(
〈
食
器
ロ
E
L
Oロ
〉
と
総
務
さ
れ
た
ス
ラ
カ
ル
タ
知
事
省
、

オ
ラ
ン
ダ
時
代
末
期
の
最
上
級
行
政
匿
量
一
一
旦
で
言

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
知
事
省
を
除
く
、
西
ジ
ャ
ワ
省
、

中
ジ
ャ
ワ

省
、
東
ジ
ャ
ワ
省
の
三
省
の
地
域
で
あ
る
(
第
二
節
同
参
照
〉
。
直
轄
領
の
中
に
政
醸
の
権
限
が
制
限
さ
れ
て
い
る
私
領
地

Q
R
E
M
-
-
2叩
ピ
ロ
・

含
忌
巾
ろ
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
本
稿
で
は
封
象
外
と
し
た
い
。

オ
ラ
ン
ダ
時
代
の
主
な
資
料
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
各
年
版
の
『
政
鹿
要
覧
(
河
内
官
、
3
h
E宮内
H
Eト
)
』
の
「
内
務
部
(
ロ
呂
田
H
B
E
E
Sロ

回

5
5三
自
仕
切

g
E
R〉
」
の
部
分
に
郡
レ
ベ
ル
以
上
の
行
政
直
董
と
行
政
官
吏
の
名
前
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
郡
長
の
名
前
が
奉
げ
ら
れ

『
政
鹿
要
覧
』
に
闘
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、
年
に
よ
っ
て
若
干
異
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
お
お
む
ね
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る
の
は
二

O
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
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行政直査針照表

レ'" ，レ 1 レ"'" Jv 2 レベル 3 レ"'" JL- 4 レベ山 5

Pro¥ incie 3 : Residentie 17 Regentschap 67 DistrIcI 350 Ondc rcl i ~ tric t 120S 

N Stad ~gemeente 18 

2 ~ Regentschap 12 DistrIct Gou ':ern ~rr.ent 2 : Residentie 41 Onderdistrict 181 

Syuu [州〕 J7' Ken [脈〕 67 : Gun [!i!I) ? Son [村〕 。

J|なし
Tokubetu Si [特別市)J ， Si [市〕 J8 : 

KotI [侯地〕 2' Ken [鯨〕 JO Gun [郡) ? Son [村〕 ? 

~ Kabupaten 82 Kecan、atan 1637 

1 I Dacrah Khusus Ibukota 1 なし Kotamadya 24 なし

Daerah Istimewa 1 

表 1

N=オランダ時代 (1941年初)(Indisch Verslag 1941 II: 463J。
出典が異なるので， 表 5.6の数字と少し異なる。

J=日本軍政期 (1942年 8月末)[全ジャ ワ回数朕況調査書 :139-
340 ;早稲田 :141J 

1=現在 (1988年)[Statistik lndonesia 1988: 5J。

出典・註

前
年
一
一
月
頃
の
扶
況
で
あ
る
。

た
と
え
ば
一
九
四
二
年
版
『
政
麗
要

覧
』
に
は
一
九
四

一
年
一
一
月
頃
の
行
政
匝
霊
と
行
政
官
の
名
前
が
記
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

」
の
資
料
は

『
刃
〉
』
と
略
記
す
る
。

た
と

え
ば
『
HN
〉
包
お

同
一
口
ど
は
一
九
四
二
年
版
の

『
政
臆
要
覧
』
第
一
巻

一
七
二
頁
で
あ
る
。
分
郡
レ
ベ
ル
以
上
の
行
政
匝
董
の
改
編
は
『
東
イ
ン

ド
法
令
集

Q
h
a
a
E
~ミ

g
ミ
ミ
ミ
寄
目
。
ミ
M
円

F
EH
W
N
S町
)
』

に
よ
っ
て
逐
一

跡
ε

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
資
料
は
『

ωP
』
と
略
記
す
る
。
た
と

え
ば
『
ω
F
H
G
N
ω
|
ち
と
は
一
九
二
五
年
の
法
令
第
四

O
四
披
を
意
味

す
る
。
な
お
『
HN
〉
』
や
『
ω

F
』
に
は
し
ば
し
ば
州
や
省
ご
と
の
、
あ

-108ー

る
い
は
ジ
ャ
ワ
全
島
の
分
郡
レ
ベ
ル
以
上
の
行
政
匿
重
一
覧
表
が
附
載
さ

れ
て
い
る
。

日
本
軍
政
期
に
つ
い
て
は
資
料
が
不
完
全
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
『
治

官
報
』
、

h
b誌
、
。
・

そ
し
て
一
九
四
二
年
八
月
末
現
在
の
朕
態
を
一
示
す

(

1

)
 

『
全
ジ
ャ
ワ
回
数
賦
況
調
査
書
』
に
よ
っ
た
。

本
論
に
入
る
前
に
オ
ラ
ン
ダ
時
代
末
期
(
一
九
四
一
年

一
月
一
日
)
、
日
本

軍
政
期
(
一九
四
二
年
八
月
末
〉
、

現
在
(
一
九
八
八
年
)
の
行
政
匿
霊
の

種

類
と
数
を
概
観
し
て
お
き
た

い
。
各
々

N
、
J
、
ー
と
し
て

一
覧
表
に
し

た
の
が
表
ー
で
あ
る
。
各
行
政
直
董
の
本
稿
に
お
け
る
詩
語
を
表
2
に
ま



一
村

一
村

一

郡

'
郡

一
ン

一

分

一
分
一
ソ

一

円
一
郡

一
郡

↑
郡

一
郡

一

山
一
服
州
市
豚

一
勝
市

一
豚

一
豚
市

2

一

一

一

市

一
一

一

-

一
別
一
地
一

部

一
い
一
川

一川

一
川

目

一点

一

t

-
一

一

一

庖

、
一

一

省

一

特
州

r

一

一

事

一

都
別

一
省

一
知

一

省

首

特

レベノレ5

本稿における誇語

しなJ 

クチャマタン

し !

と
め
て
あ
る
。

こ
の
表
の
レ
ベ
ル

5
の
下
は
行
政
村
(
り
o
g
)

で
あ
り
、

そ
の
教
は

N
の

直
轄
領
で
約
二
高
(
正
確
に
は
バ
タ
l
フ
ィ
ア
、
パ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
爾
州
内
の
私
領
地
、
パ
タ
l

フ

ィ
ア
、
パ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
、

ス
ラ
パ
ヤ
各
市
、
パ
ン
ド
ゥ
ン
郡
、

チ
ル
ボ
ン
郡
を
除
い

ス
マ
-
フ
ン
、

て
一
八
、
三
三
七
〉
、

王
侯
領
で
二
、

四
六
六
で
あ
り
〔

Th診
与

戸、町、
h
N
Q
h
N
b
b
H
H

品。ω〕、
日
本
軍
政
期
に
つ
い
て
は
二
侯
地
(
王
侯
領
〉
の
二
、

四
三
四
を
含
め
て
合
計
一

九
、
四
九
八
と
い
う
一
九
四
四
年
四
月
末
の
数
字
が
あ
り
〔

kt旨
h
b匂
お
一
九
四
四
年
六

月
二

O
日
附
〕
、
現
在
は
二
四
、
六

O
一
で
あ
る
〔
忠
良
吉
匙
?
礼
3
5
R
H
U器
一
切
〕
。

表
1
の

N
Hオ
ラ
ン
ダ
時
代
末
期
の
ジ
ャ
ワ
島
の
直
轄
領
は
三
省
l
一
七
州
|
六
七

牒
・
一
八
市
1

三
五

O
郡
|
一
、
二

O
五
分
郡
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

州
と
懸
の
名
稽
と
数
は
表
3
、
4
に
、
各
懸
の
郡
と
分
郡
の
数
は
表

5
、
6
に
一
示
さ
れ
て

(

2

)

 

い
る
。
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日
本
軍
政
期
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
三
分
割
さ
れ
、
ジ
ャ
ワ
島
は
陸
軍
第
二
ハ
軍
、

ス
マ

ト
ラ
は
陸
軍
第
二
五
軍
、

そ
の
他
の
地
域
は
お
お
む
ね
海
軍
の
軍
政
下
に
お
か
れ
た
。
全

瞳
に
共
通
す
る
基
本
方
針
の
一
つ
に
「
極
力
残
存
統
治
機
構
を
利
用
」
す
る
こ
と
が
あ

り
、
海
軍
地
匿
で
上
部
機
構
が
改
編
さ
れ
た
他
は
、
根
本
的
な
地
方
行
政
機
構
の
改
編
は
な
か
っ
た

〔
早
稲
田
川
口
ω〕
。
ジ
ャ
ワ
島
で
は
名
稿

度
が
新
設
さ
れ
る
と
い
う
饗
化
が
あ
っ
た
。

の
襲
更
(
表
7
〉
の
ほ
か
に
、

ω三
省
が
慶
止
さ
れ
(
た
だ
し
後
に
三
つ
の
軍
政
支
部
が
設
け
ら
れ
る
)
、

貫
際
に
特
別
市
に
な
っ
た
の
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
だ
け
で
あ
っ
た
。
行
政
匝
董
の
名
稽
は
表
1
に
あ
る

ω州
に
準
じ
る
擢
限
を
持
つ
特
別
市
の
制

と
く
に
元
の
分
郡
(
現
在
の
ク
チ
ャ
マ
タ
ン
)
が
「
ソ
ン

307 

よ
う
に
す
べ
て
日
本
流
に
改
め
ら
れ
た
。

「
ク
〔
匝
〕
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
混
蹴
を
生
じ
や
す
い
用
語
と
し
て
注
意
を
要
す
る
。

〔村〕」、

元
の
(
お
よ
び
現
在
の
〉
行
政
村
が
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現
在
の
行
政
匝
輩
は
ジ
ャ
ワ
島
だ
け
で
な
く
全
圏
一
律
に
①
省
、

“
②
豚

・市、

③
ク
チ
ャ
マ
タ
ン
、
④
行
政
村
色
冊
目
白
)
の
四
レ
ベ
ル
と
さ

れ
、
そ
の
数
は
全
闘
で
①
二
七
、
②
二
四
一

・
五
五
、
③
三
、
六

O
て
④
六
六
、
九
七
九
で
あ
る
〔
句
E
S
H匙

LF札
3
2
S
包
窓
口
切
〕
。

オ
ラ
ン
ダ

・
日
本
時
代
の
州
と
郡
が
な
く
な
っ
て
簡
素
化
さ
れ
、
王
侯
領
(
お
よ
び
私
領
地
)
が
な
く
な
っ
て
標
準
化
が
進
み
、

一
九
七
九
年
の
村
落
行
政
法
の
施
行
に
よ
り
行
政
村
の
重
一
化
が
全
国
レ
ベ
ル
で
推
進
さ
れ
て
い
る
〔
阿
国

S
E∞匂〕
。

さ
ら
に
と
く
に

第
二
節

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
行
政
匿
董

(a) 

省
の
設
立
と
地
方
分
権
政
策

オ
ラ
ン
ダ
時
代
と
現
在
の
ジ
ャ
ワ
島
の
第
一
紐
行
政
臣
を
比
較
す
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
の
三
省
が
纏
承
さ
れ
る
と
同
時
に
、
決
の
三
つ
の

襲
化
が
あ
っ
た
。

ω首
都
特
別
匿
大
ジ
ャ
カ
ル
タ
が
第
一
級
行
政
匝
と
さ
れ
、

ω王
侯
領
が
鹿
止
さ
れ
て
嘗
ス
ラ
カ
ル
タ
知
事
省
が
な
く
な
り

中
ジ
ャ
ワ
省
に
含
ま
れ
、

ω畜
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
知
事
省
は
現
在
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル

タ
特
別
州
と
さ
れ
て
い
る
。

-110ー

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
濁
立
戦
争
期
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
首
都
が
置
か
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
濁
立
戦
争
へ

の
貢
献
大
と
し
て
特
別
匡
の
地
位
を
興
え
ら
れ
、
蓄
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
王
家
の
ス
ル
タ
ン
が
そ
の
知
事

(
O
c
r
R
Eる
と
さ
れ
て
レ
る
。

日
本
軍
政
初
期
に
三
省
が
鹿
止
さ
れ
た
の
は
、

ジ
ャ
ワ
だ
け
が
陸
軍
第

二
ハ
軍
の
下
の
一
つ

の
行
政
単
位
と
な
っ
た
た
め
に
「
屋
上
屋
を
架

す
る
の
嫌
あ
り
」
と
し
て
で
あ
っ
た
〔
早
稲
田
口
口
色
。
し
か
し
、
一
九
四
五
年
の
治
政
令
第
八
競
(
一
一
一
月
二
五
日
公
布
、
四
月
一
日
施
行
)
に
よ
り

バ
ン
ド
ゥ
ン
、
ス
マ
ラ
ン
、
ス
ラ
パ
ヤ
の
三
市
に
各
々
西
部
、
中
部
(
侯
地
を
含
む
)
、
東
部
ジ
ャ
ワ
を
管
轄
と
す
る
軍
政
支
部
が
設
け
ら
れ
た
。

設
置
の
目
的
は
、
「
地
方
に
於
け
る
経
済
行
政
、
防
衛
(
軍
防
衡
を
除
く
、
以
下
同
じ
)
其
の
他
之
に
関
聯
あ
る
業
務
を
綜
合
運
営
し
白
戦
自
給
の

態
勢
を
整
備
す
る
震
」
と
さ
れ
て
い
る
〔
『
治
官
報
』
お

-Hlω
〕
。
こ
れ
ら
軍
政
支
部
と
オ
ラ
ン
ダ
時
代
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
園
の
省
の

権
限
と
機
能
の
異
聞
は
今
後
明
ら
か
に
す
べ
き
問
題
だ
が
、
濁
立
後
に
三
省
を
設
立
す
る
前
提
が
復
活
し
て
い
た
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。



他
方
、

公
布
、
八
月
八
日
施
行
)

州
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
、

ま
た
州
と
同
時
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
市
が
設
置
さ
れ
た
(
布
告
第
二
七
、
二
八
説
、

一
九
四
二
年
八
月
一
日

〔
「
治
官
報
』

H
H
5
l
H
N〕。

そ
の
範
園
は
奮
バ
タ

1
フ
ィ
ア
牒
(
日
本
軍
政
期
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
際
、
さ
ら
に
タ
ン
ゲ
ラ
ン
豚
と

改
稽
)
の
六
郡
の
う
ち
の
バ
タ
l
フ
ィ
ア
郡
(
後
に
コ
タ
ラ
マ
市
匡
と
改
稽
)
と
ウ
ェ
ル
ト
ゥ
フ
レ
l
デ
ン
郡
(
後
に
ガ
ン
ピ
ル
市
匡
と
改
稽
〉
、
そ
し

て
奮
メ
l
ス
テ
ル
・
コ
ル
ネ
リ
ス
鯨
(
ジ
ャ
テ
ィ
ヌ
ガ
ラ
豚
と
改
稽
)
の
メ

I
ス
テ
ル
・
コ
ル
ネ
リ
ス
郡
(
ジ
ャ
テ
ィ
ヌ
ガ
ラ
郡
と
改
稿
〉

の
一
部
で

あ
っ
た
〔
『
治
官
報
』
N
円台

EHM吋
〕
。
現
在
の
第
一
級
行
政
匿
と
し
て
の
首
都
特
別
巨
大
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
、
規
模
や
権
限
で
遣
い
が
あ
る
と
し

て
も
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
市
の
糧
承
者
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

日
本
嘗
局
が
オ
ラ
ン
ダ
時
代
に
な
い
特
別
市
と
い
う
制
度
を
新
た
に
作
っ
た
理
由

は
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
嘗
時
の
東
京
市
、
現
在
の
東
京
都
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

オ
ラ
ン
ダ
時
代
の
西
ジ
ャ
ワ
省
は
『

ω
F
出
回
l
自
∞
』
に
よ
り
一
九
二
六
年
に
、
中
ジ
ャ
ワ
省
は
『

ω号・
5
包
l
N
N吋
』
に
よ
り
一
九
三

O

年
に
、
東
ジ
ャ
ワ
省
は
『

ω
F
呂
町
|
包
∞
』
に
よ
り
一
九
二
九
年
に
設
立
さ
れ
た
。

東
イ
ン
ド
植
民
地
を
い
く
つ
か
の
、
各
々

か
な
り
の
規
模
の
省
に
匝
分
し
、
省
の
内
部
問
題
に
闘
し
て
は
総
督
か
ら
権
限
を
委
譲
し
、
省
評
議
禽
議
長
を
粂
ね
る
省
知
事
が
こ
れ
を
行
う

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
は
こ
の
省
制
度
を
東
イ
ン
ド
植
民
地
の
地
方
統
治
制
度
の
最
終
的
な
形
態
と
し
て
、
長
期
的
に
は
外
島
に
も

導
入
す
る
意
園
を
持
っ
て
い
た
。
省
は
行
政
直
重
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
治
瞳
首
長
と
し
て
の
知
事

(
C
o
E
Rロ
2
F
総
督
に
任
命
さ
れ
る
〉
と

議
曾
ハ
選
皐
権
と
権
限
は
非
常
に
制
限
的
で
あ
る
〉
を
持
つ
自
治
睡
で
あ
っ
た
〔
阿
見
同
〈
い
∞
∞
|
∞
合
同
〉
巴
お
守

H
3
5
ω
〕
。
す
な
わ
ち
省
の
設

省
制
度
は
、

-111-

立
は
皐
な
る
最
上
級
の
地
方
行
政
匝
霊
の
設
立
で
は
な
く
、
二

O
世
紀
初
頭
に
始
ま
っ
た
地
方
分
権
政
策
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
。

地
方
分
権
政
策
の
う
ち
行
政
匝
董
の
改
編
に
深
く
関
わ
る
も
の
に
自
治
瞳
の
設
立
と
い
わ
ゆ
る
「
脱
後
見
化

(
O
E
g
o肉
食
口
問
)
」
政
策
が
あ

る
。
自
治
瞳
と
し
て
の
市
と
州
が
一
九

O
三
年
の
「
地
方
分
権
法
巴
巾
B
E
E
-
-白
色
町
毛
色
」
(
『
ω号・

5
8
l
ω
N
E
)
に
基
づ
い
て
一
九

O
五
1
一

(

3

)

 

九
一

O
年
頃
に
順
次
設
立
さ
れ
た
。
市
の
議
舎
と
し
て
ジ
ャ
ワ
島
に

一
九
の
都
市
評
議
曾
(
の
σB
3
2
2
8
3、
州
の
議
舎
と
し
て
一
五
の
州
評

(

4

)

 

議
曾

22Em--P刊
包
白
色
)
が
設
立
さ
れ
た
〔

5
m
g
g
〈

m包
括
行
民
仏
民
ω〕
。
そ
の
後
一
九
一
一
一
一
年
の
「
行
政
改
革
法

3
2
2
5目
ZHa

S
H
E
-ロ
岡
田
毛
色
〉
」
(
『
ω
F・
5
N
N
l
M
g』
〉
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
自
治
瞳
と
し
て
の
省
と
省
評
議
舎

q
H
o
iロロ
E
E
H白
色
)
、
鯨
と
牒
評
議
禽
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政
首
長
で
あ
る
ブ
パ
テ
ィ
窃
石
田
宮
、

同
時
に
自
治
韓
と
し
て
の
州
と
州
評
議
曾
は
鹿
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
豚
の
行

オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
レ
ヘ
ン
ト
列
。
問
。
三
線
督
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
)
が
自
治
韓
首
長
を
粂
ね
、

豚
評
議
曾
議
長
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(
閉
山

m
m
g
仲
良
}
阿
国
司
回
同
曲
目
島
)
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

を
粂
務
し
た

〔
同
ミ

L

『
〈
一
ω
H
R
・
-
ω
印
∞
l
ω
呂
〕
。

な
お
ま
た
こ
れ
ら
地
方
議
舎
が
中
央
議
舎
の
瞳
裁
を
持
つ
紹
督
の
諮
問
機
関
と
し
て

一
九
一

八
年
に
開
設
さ
れ
た
フ
オ
ル
ク
ス
ラ
l
ト
(
〈
o-
一
内
向
田
包
)
の
選
翠
議
員
の
選
出
母
瞳
と
な
っ
た
。

「
脱
後
見
化
」
政
策
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
行
政
、
具
瞳
的
に
は
州
長
官
(
F
m
E
g
F
理
事
官
ま
た
は
レ
シ
デ
ン
ト
と
も
誇
さ
れ
る
)
か
ら
原
住
民
行

政
、
具
躍
的
に
は
ブ
パ
テ
ィ
に
一
定
の
行
政
権
限
を
委
譲
し
、
ブ
パ
テ
ィ
以
下
の
原
住
民
行
政
の
「
濁
り
立
ち
」
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
行
政
官
は
「
原
住
民
の
成
熟
に
鷹
じ
て
」
徐
々
に
身
を
退
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、
倫
理
政
策
の
重
要
な

桂
で
あ
る
原
住
民
自
治
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た
〔

E
2ロ
と
g
F
8
|
巴
一
尚
之
同
〈
一
包
∞
〕
。

一
九
一
八
年
に
『
ω
号
巴
昆
|
告
と
で
そ
の

質
施
が
定
め
ら
れ
、
『
ω
F
E
E
l
雪
印
』
で
チ
ア
ン
ジ
ム
ル
の
ブ
パ
テ
ィ
に
試
験
的
に
適
用
さ
れ
、
順
衣
こ
れ
に
耐
え
う
る
と
判
断
さ
れ
た
ブ

ハ
テ
ィ
に
適
用
さ
れ

一
九
二
四
年
ま
で
に
二

O
燃
で
寅
施
さ
れ
て
い
る
〔
河
〉
巴
回
行
H
N
H
|
巳
N
〕
。
委
譲
す
べ
き
権
限
の
内
容
は

『

ω門
寸
.

-112ー

巴
N
H
!
日
。
』
で
統
一
的
に
定
め
ら
れ
た
(
以
後
何
度
か
修
正
さ
れ
た
〉
。

原
住
民
行
政
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
行
政
か
ら
の
自
立
と
い
う
「
脱
後
見
化
」
は
、
康
い
一
意
味
で
の
地
方
分
権
政
策
の
一
環
で
は
あ
る
が
、

オ
フ

ン
ダ
か
ら
バ
タ
l
フ
ィ
ア
へ
の
上
紐
統
治
権
限
の
委
譲
お
よ
び
バ
タ

l
フ
ィ
ア
か
ら
地
方
へ
の
行
政
権
限
の
委
譲
と
い
う
地
方
分
権
政
策
と
は

本
来
性
格
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

自
治
盟
と
し
て
の
省
と
燃
の
設
立
に
と
も
な
う
措
置
と
し
て
、

『

ω号
・
5
図

。
∞H
』
で
西

J
J
J

ャ
ワ、

『
ω
手
・
巴
ω
∞
|
ω
怠
』
で
中
ジ
ャ
ワ
と
東
ジ
ャ
ワ
の
ま
だ
「
脱
後
見
化
」
さ
れ
て
い
な
い
燃
も
す
べ
て
「
脱
後
見
化
」
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
元
来
性
格
の
異
な
る
二
つ
の
政
策
が
統
合
さ
れ
た
。
な
お
「
脱
後
見
化
」
政
策
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
行
政
は
徐
々
に
後
退
し
究
極
的
に

は
消
滅
す
べ
き
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
劃
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
行
政
官
か
ら
の
反
動
が
一
九
三

0
年
代
初
め
に
明
ら
か
に
な
る
(
刷
参
照
)
。

臥
W

州
・
分
州
・
監
督
官
匝



オ
ラ
ン
ダ
時
代
末
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
行
政
直
童
は
省
l
州
だ
が
、
省
設
立
以
前
は
州
分
州
1

監
督
官
匝
と
い
う
構
成
で
あ
り
、

州
(
理

事
州
と
も
課
さ
れ
る
)
が
第
一
級
地
方
行
政
直
重
で
あ
っ
た
。

一
八
七
四
年
以
前
、
州
は
様
々
な
改
編
が
行
わ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
ク
ラ
ワ
ン
州
は
イ
ギ
リ
ス
中
開
統
治
(
一
八
一
一

t
一
六
年
〉
後
ま
も

な
く
『
ω号・

5
5
l
g』
で
プ
リ
ア
ン
ガ
ン
州
か
ら
分
離
さ
れ
て
州
に
な
る
が
、

『
ω
F
H∞民
|
N
品
』
で
慶
止
さ
れ
て
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
州
に

編
入
さ
れ
る
。

『
ω
F
H∞21ω
』
で
再
度
ク
ラ
ワ
ン
州
と
な
り
、
結
局
『

ω手
・
巴

0
0
1
8仏
』
で
麿
止
さ
れ
て
バ
タ
l
フ
ィ
ア
州
に
編
入
さ
れ

る
。
ま
た
パ
ニ
ユ
ワ
ン
ギ
州
は
『

ω号
・
居
留
|
ω
と
で
ブ
ス
キ
州
に
編
入
さ
れ
、
そ
の
後
『

ω
P
E
g
-
u』
で
プ
ス
キ
州
か
ら
濁
立
す
る
が
、

『
ω号
-
H

∞∞
ω
ー
ロ
ω』
で
再
び
プ
ス
キ
州
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
が
封
象
と
す
る
一
八
七
四
年
以
後
で
は
、

州
長
官
の
権
限
の
襲
化
は
と
も
か
く
と
し
て
、

行
政
匝
董
と
し
て
の
州
の
改
編
は
多
く
な

ぃ
。
上
記
の
よ
う
に
『

ω
F
H∞∞
ωー
ロ
ω』
で
パ
一
ム
ワ
ン
ギ
州
、
が
ブ
ス
キ
州
に
編
入
さ
れ
、

ジ
ャ
ワ
島
の
直
轄
領
の
州
は
二

O
に
な
っ
た
。

つ
い
で
『

ω号・
5
8
1
8古
で
ク
ラ
ワ
ン
州
が
バ
タ
l
フ
ィ
ア
州
に
、

に、
-
バ
グ
レ
ン
州
が
ク
ド
ゥ
州
に
、
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
州
、
が
パ
ス
ル
ア
ン
州
に
各
々
編
入
さ
れ
、

ト
ゥ
ガ
ル
州
、
が
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
州
に
、

ジ
ュ
パ
ラ
州
が
ス
マ
ラ
ン
州

-113ー

一
五
州
と
な
っ
た
。

そ
の
後
は
省
設
立
ま
で
襲
化
が
な
い
。
省
設
立
と
と
も
に
西
ジ
ャ
ワ
九
、

中
ジ
ャ
ワ
一
一

(
『

g
r
-
S
N由
l
N』
で
一
二
に
な
る
〉
、

東
ジ
ャ
ワ
一

五
、
合
計
三
六
州
と
大
幅
に
増
加
す
る
が
、
一
九
三
三
j
三
四
年
に
は
一
七
州
に
整
理
さ
れ
る
。
こ
の
一
七
州
を
省
設
立
前
の
一
五
州
と
比
べ

る
と
、

ωバ
タ
l
フ
ィ
ア
、
プ
リ
ア
ン
ガ
ン
二
州
が
バ
タ
l
フ
ィ
ア
、
パ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
、
プ
リ
ア
ン
ガ
ン
の
=
一
州
に
再
編
成
さ
れ
、
例
ス
マ

ラ

ン

、

ス

ラ

パ

ヤ

の

三

州

が

ス

マ

ラ

ン

、

ジ

ュ

パ

ラ
H

レ
ン
パ
ン
、
ボ
ジ
ョ
ヌ
ゴ
ロ
、

ス
ラ
バ
ヤ
の
四
州
に
再
編
成
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
後
者
の
再
編
成
で
は
奮
レ
ン
バ
ン
州
が
中
ジ
ャ
ワ
省
と
東
ジ
ャ
ワ
省
に
分
割
さ
れ
て
い
る
が
、
元
の
州
が
二
省
に
分
割
さ
れ
た
の

レ
ン
バ
ン

は
こ
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。

(
5〉

日
本
軍
政
期
に
も
同
じ
一
七
の
州
が
あ
っ
た
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
州
に
準
じ
る
権
限
を
持
つ
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
市
が
新
設
さ
れ
た
。
州

311 

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
濁
立
後
に
慶
止
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
僅
的
な
事
情
は
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。
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(
6〉

省
設
立
以
前
、
州
の
下
位
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
地
方
行
政
匝
童
と
し
て
副
理
事
官
(
〉
笠
苦
E
P
E2
0
が
統
治
す
る
分
州
(
〉
E
m-5巴
が

あ
っ
た
。

一
分
州
H
一
豚
の
場
合
が
多
い
が

一
分
州
に

二
豚
の
場
合
や
、
逆
に

一
燃
が
二
分
州
の
場
合
も
あ
り
、

や
や
煩
雑
で
あ
る
(
第
三

節
制
参
照
)
。

(
7〉

分
州
は
監
督
官

(
(
U
S
E-2
C
な
い
し
監
督
官
補
(
〉
印
1
5ロ
件
。。ロ可
O
]
2
6
が
駐
在
す
る
一
r
}

一
二
(
例
外
的
に
四
、
五
〉
の
監
督
官
匝

((UOロナ

g
-
E
E
m
-
5間
)
に
分
か
れ
る
。
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ

ッパ

人
行
政
匿
董
の
末
端
で
あ
り
、

地
の
分
州
の
統
治
は
副
理
事
官
で
な
く
、
州
長
官
自
身
が
行
う
の
が
通
例
で
あ
り
、
同
様
に
分
州
の
首
ロ
巴
の
あ
る
監
督
官
匝
は
副
理
事
官
が
監

督
官
の
職
務
を
乗
務
す
る
の
が
逼
例
で
あ
る
(
州
都
所
在
地
の
監
督
官
匿
に
は
監
督
官
、
か
配
置
さ
れ
る
〉
。

一
監
督
官
匝
に
ふ
つ
う
三

1
四
郡
が
属
し
た
。

州
都
所
在

分
州
と
監
督
官
匝
の
放
は
た
と
え
ば
一
九

0
0
1
一
九

O
一
年
の
一
連
の
地
方
行
政
制
度
の
改
革
後
は
七
八
と

一
四
四
、
『
同
Nkr
5
5』
で
は

七
七
と
一
四
六
、
『
H
N
〉
E
N
O
』
で
は
七
三
と
一
一
一
一
一
ニ
で
あ
る
。
『
列
〉
』
ま
た
は
『

ω
F
』
を
た
ど
る
と
、
州
の
改
編
が
二

O
世
紀
に
入
っ
て

か
ら
は
あ
ま
り
多
く
な
い
の
に
劃
し
、
監
督
官
匝
の
改
編
は
か
な
り
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば

Z
P
E
S
-
ω
』
で
ジ
ャ
ワ

-114ー

島
の
監
督
官
の
定
員
は

一
一
五
人
(
外
島
は

一
四
二
人
〉
と
さ
れ
た
が
同
じ
年
の
『

ω
P
E
g-
5ど
で
は
二
二
人
に
な
っ
て
い
る
。

省
設
立
に
と
も
な
っ
て
州
が

一
五
か
ら
三
六
に
培
え
た

一
方
で
、
分
州
と
監
督
官
匿
は
鹿
止
さ
れ
、
副
理
事
官
は
州
長
官
の
代
理
と
し
て
各

牒
首
ロ
巴
に
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
監
督
官
の
場
合
は
監
督
官
と
い
う
職
制
自
憧
が
鹿
止
さ
れ
た
。
し
か
し
ま
も
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
行
政

官
か
ら
の
反
動
が
あ
り
、
新
タ
イ
プ
の
副
理
事
官
と
ブ
パ
テ
ィ
の
閥
係
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
行
政
官
の
役
割
、

こ
れ
と
原
住
民
官
吏
と
の
役
割
分

捨
の
あ
り
方
な
ど
を
め
ぐ
る
意
見
の
劃
立
の
中
か
ら
、
監
督
官
の
職
制
は
一
九
一
一
一
一
年
一

0
1
一
一
月
頃
に
復
活
し
、
副
理
事
官
に
一
人
ま
た

減
り
、
監
督
官
の
人
数
も
徐
々
に
削
減
さ
れ
た
。

は
二
人
の
監
督
官
が
附
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
〔

ωE
Zユ
白
ロ
仏
巴
週
一
戸
∞
ー
ロ
タ
列
〉
巴
ω
N
〕
。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
州
が
三
六
か
ら

一
七
に

一
九
四
一
年
に
た
と
え
ば
豚
の
数
が
二
七
で
あ
る
東
ジ
ャ

ワ
省
で
は
副
理
事
官
二
九
人
〈
う

ち
二
人
は
ス
ラ
バ
ヤ
と
マ
ラ
ン
の
州
長
官
附
き
)
、

副
理
事
官
附
き
の
監
督
官
は
一
八
人
で
あ
っ
た
(
他
に
州
長
官
附
き
秘
書
官
と
し
て
七
人
〉
〔
『
ω忌・

一戸市V
A
肝

]
F
l
1
h
G
』〕。



第
三
節

原
住
民
行
政
直
董

(a) 

鯨
と
郡
・
分
郡
数
の
第
化
|
|
概
観

植
民
地
時
代
末
期
の
第
三
、

四
、
五
級
地
方
行
政
匡
で
あ
る
牒
、
郡
、
分
郡
が
原
住
民
行
政
の
匝
重
で
あ
り
、
分
郡
長
と
そ
の
職
員
ま
で
が

政
聴
か
ら
俸
給
を
受
け
る
官
更
で
あ
る
。
そ
の
下
の
行
政
車
位
で
あ
る
行
政
村
の
村
長
と
村
役
人
は
徴
税
な
ど
特
定
の
園
家
業
務
の
遂
行
に
劃

す
る
手
嘗
て
を
受
け
る
が
、
園
家
か
ら
俸
給
を
受
け
ず
、
そ
の
俸
給
は
行
政
村
の
負
携
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

A
i
J欄
は
表
3
で
は
各
豚
の
属
す
る
州
名

表
3
J
6
に
行
政
匿
重
敷
の
饗
化
が
示
さ
れ
て
い
る
。
表
3
の
左
端
は
牒
の
名
前
で
あ
る
。

(
「
と
は
向
上
を
意
味
す
る
)
、
表
5
で
は
各
瞬
に
属
す
る
郡
(
左
)
と
分
郡
(
右
〉
の
数
で
あ
る
。
ム
X
は
濁
立
。
ハ
テ
ィ
匡
(
下
記
刷
参
照
〉
で
あ
る

こ
と
を
一
が
す
。
空
白
は
そ
の
豚
ま
た
は
濁
立
パ
テ
ィ
匡
、
郡
、
分
郡
が
ま
だ
存
在
し
な
い
場
合
で
あ
り
、
分
郡
の
有
無
ま
た
は
敷
が
不
明
の
場

「
一
」
は
鹿
止
さ
れ
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
表
5
の
N
欄
の
空
白
は
そ
の
名
前
の
廓
が
存
在
し
な
い
こ

-115一

合
は
「
0
・
」
と
し
た
。

と
を
意
味
す
る
(
下
記
刷
参
照
)
。

表
5
、

6
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
濁
立
後
の
ク
チ
ャ
マ
タ
ン
数
も
示
し
て
あ
る
。
な
お
牒
と
州
の
名
前
は
、
パ

タ
l
フ
ィ
ア
(
現
ジ
ャ
カ
ル
タ
)

メ

I
ス
テ
ル
・
コ
ル
ネ
リ
ス
(
現
ジ
ャ
テ
ィ
ヌ
ガ
ラ
〉

ハ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
(
現
ポ
ゴ
ル
)
の
オ
ラ
ン
ダ
語
名
の

場
合
は
嘗
時
の
名
稽
に
従
い
、
そ
の
他
は
現
在
の
名
稿
と
撮
り
に
従
っ
て
い
る
(
た
と
え
ば
の

5
Zロ
は
資
料
で
は
の
『
2
5
3
と
綴
ら
れ
る
こ
と
が

(

8

)

 

多
い
〉

O
A
-
-欄
の
典
擦
は
註
に
示
す
が
、
女
に
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

A
一
八
七
四

o
g
p
E足
1

芯
』
で
分
郡
が
ジ
ャ
ワ
島
の
ほ
ぼ
全
域
に
設
置
さ
れ
、

a
p
E記
|
誌
』
に
ジ
ャ
ワ
島
直
轄
領
全
域
の
州
|

鯨
ま
た
は
分
州
l
郡
|
分
郡
の
匡
分
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
そ
の
後
数
年
聞
の
獲
化
を
含
め
て
示
す
も
の
で
あ
る
。
『

2
7
出
足
1
3』

313 

で
は
バ
タ

l
フ
ィ
ア
、
プ
リ
ア
ン
ガ
ン
雨
州
は
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
資
料
か
ら
補
っ
た
。

は
自
治
領
だ
っ
た
の
で
除
外
さ
れ
て
い
る
。

マ
ド
ゥ
ラ
州
で
は
嘗
時
パ
ム
カ
サ
ン
鯨
以
外
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中ジャヮ 1 A. I B. I c. I D. E. I F. I G. I 
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Pacitan 

Kediri 

Nganjuk 

Blitar 

Tulungagung 

Trenggalek 

Pasuruan 

Bangil 

Malang 

Probol inggo 

Iくraksaan

Lumajang 

Bondowoso 

Besuki 

Panarukan 
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Banyuwangi 

Bangkalan 

Sampang 

Pamekasan 

Sumenep 

東ジャワ 計 8 j+!29脈 I7州34豚|
U:'，yll.註 1. 出典は註 8 および ~RA1875， 1880， 1910， 1923， 1931， 1936， 1942.J1。

2. )々は凋立パティ区。
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全ジャワ(直轄領〉の州と豚の数

A. B. C. D. E. F. G. 

1874 1882 1900 1910 1920 1929 1933/4 1935/42 

西ジャ ワ 5(カ州250際〕、 5(カj十|250豚) 4(食141127豚〉 4(1交川州守、i凶|7竹〕 4(大チ11138豚〉 9州18豚 5州181孫 5州18豚

中 ジ ャ ワ 8州28豚 8州28豚 5 j+l 27~採 5(大州217豚〕 5(大州217豚〉 12州26罪悪 5州261孫 5州22豚
(カ 1

東ジャ ワ 8(カ州229豚) 7(安州3心4豚 6(食9li343豚) 6(食州332豚〉 6(大州、|3321〉孫 15州32~採 7州31豚 7州27豚

全ジャ ワ 21(大州777豚) 20(食州892豚) 15(大州777豚〉 15(食州8101豚〉 15(カ州777l〉孫 36州76~際 17州75~孫 17州67豚

表4∞
同
的

l
R
H
|
 

出典は表30

")~d土濁立パティ匿の数(内数)。
3地方の州の合計でレンパン州は中ジャワに数え，東ジャワの州の数にはレンパン州は含まれない (A . ~ E. )。
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1874-1942・1980

N. 
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司

ム
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百戸

し引に…川
一川一………汁
一川一一一一
一川一一一一

に
一一三一
川一一一一一一一一判
一一一一
一一川一一一一一

表 5 各県*の郡・分郡の数
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中ジ ャワ A. B. C. D. E. F. G. H J. N. 

j孫 名 1874 1882 1900 1910 1920 1929 1933 1935 1942 1980 

Pekalongan 6: 17 6・ 21 6: 21 6: 21 6: 21 6: 21 6: 20 10: 29 10: 29 18 

Batang 6: 19 5: 18 4: 16 4: 16 4: 13 4: 13 4: 13 12 

Pernalang 5: 14 5: 17 5: 17 5: 16 5: 16 5: 16 4: 14 4: 13 4: 13 13 

Tegal 6: 12 6: 18 6: 18 8: 23 8: 23 8: 23 7: 21 6: 19 6: 19 20 

Brebes 5: 15 7: 24 7: 24 5: 16 5: 17 5・ 18 5: 16 5: 15 5: 15 16 

言十 |以 771勾 981ぶ 961ぶ 921ぶ 901必 911ぶ 841勾 761引 761 79 

6: 19 5: 20 5: 18 Sernarang 6: 19 5: 16 3: 10 I 2: 7 5: 18 5 18 25 

4: 15 Salatiga 4 15 4，年15 4会 15I 4カ 16

Kendal 6: 19 6 19 5: 18 5: 18 5: 18 5: 18 5: 17 5: 17 5 17 17 

Grobogan 4・ 12 4 12 3: 11 4: 13 4: 13 6: 20 6: 18 6: 18 6 18 18 
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4: 141 4;14 1 4: 13 1 6: 19 1 6: 20 1 5: 16 1 4: 14 1 4: 14 1 4: 14 1 

小 計 4791;-l 79 1 2< 73 1勾 751 21: 74 1 21: 74 1勾 67120:67|向 671 74 

Kudus 1 3・ 8I 3・ 9I 3: 9 I 4: 12 I 4: 12 I 4: 12 I 3: 10 I 3: 9 I 3: 9 I 9 

]apara 3: 9 I 3: 10 I 4: 10 I 3: 10 I 4: 10 I 4: 9 I 4: 9 I 4 ~ 9 I 3: 9 I 10 

]uwana 3: 9 1 3: 10 一 一 一一一
Pati 7: 20 1 7: 20 1 7: 29 1 6: 26 1 6: 22 1 6: 21 1 5: 21 1 5: 20 1 5: 20 1 20 

Rembang 6: 18 I 6: 18 I 6: 16 I 6: 16 I 6: 16 I 6: 16 I 5: 16 I 5: 14 I 5: 14 I 14 

Blora 5: 14 1 5: 14 I 5: 16 I 5: 16 I 5: 16 I 5: 16 I 5: 16 I 4: 14 I 4: 14 I 14 

小計 |勾 78127: 81 1勾 801以 8o[ぶ 76125: 741勾 72[ 21: 66 1 20: 66 1 67 

Banyumas 4: 14 I 4 ~ 11 I 4 ~ 15 I 4: 15 I 4: 15 I 4: 14 I 4・ 14I 5: 17 I 5: 17 I 24 

Purwokerto 3: 10 I 3: 10 I 3: 10 I 3: 9 I 3: 9 I 3: 11 I 3: 11 ー:一一
Purbolinggo 3 ~ 12 I 3 ~ 12 I 3 ~ 13 I 3: 13 I 3 ~ 13 I 3: 13 I 3: 13 I 3: 12 I 3: 12 I 13 

Banjarnegara 4: 14 I 4: 15 I 4: 15 I 4: 15 I 4: 15 I 4: 14 I 4: 14 I 5: 18 I 5: 18 I 18 

Cilacap 5 ~ 15 I 5 ~ 18 I 5 ~ 17 I 5: 18 I 5 ~ 17 I 4 ~ 17 I 4 ~ 17 I 4 ~ 16 I 4: 17 I 17 
- ・ ・・

小計 |山 651山 661山 701同 701山 691同 691山 69[17: 631川 641
・・ ・

Karanganyar 6: 17 I 6: 17 I 5: 17 I 5: 17 I 5: 17 I 5: 17 I 4: 14 I -:一一
Wonosobo 5: 21 I 5: 21 I 6: 20 I 6: 20 I 6: 20 I 5: 18 1 5: 14 1 4: 13 I 4: 13 I 13 

Purworejo 3: 9 I 3: 9 I 3: 12 I 3: 12 I 3: 12 I 3: 10 I 3: 9 I 5: 16 I 5: 16 I 16 

Kutoarjo 5: 15 I 5: 15 I 4: 14 I 4: 14 I 4: 14 I 4: 13 I 3: 8 ー:- 1 -:ー
Kebumen 4: 11 1 4: 11 1 4: 10 1 4: 10 1 4: 10 1 4: 10 1 4: 8 1 6: 22 1 6: 22 1 22 

ー ー ー
Magelang 7: 24 I 7: 28 I 7: 26 I 7: 26 I 7: 26 I 7: 25 I 7: 23 I 6: 22 I 6: 22 I 23 

Temanggung 5: 15 I 5: 19 I 5: 17 I 5: 17 I 5: 16 I 5: 16 I 4: 14 I 3: 12 I 3: 12 I 12 
ー ・ ー ・

小計 |ぉ:1121 35戸o1 34: 1161叫1161叫1151向1091向 90124: 85124: 851 86 H
N
m
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1. 
A
.
~
J
.
の
出
典
は
註

8
0

N.
の

出
典

は
Peta

ln
d
eks

。

2.
 1874

年
は

他
に

パ
ウ

ェ
ア

ン
(Bawean)

分
州
(
ス
ラ
バ
ヤ
州
，

1
郡

4
分
郡
)
が
あ
る
。

3. 
1942

年
の

中
ジ

ャ
ワ

省
の

郡
は

カ
リ

ム
ン

ジ
ャ

ワ
郡

(Karimunjawa
，

ジ
ュ

パ
ラ

燃
，

分
郡

な
し

〕
を

含
め

る
と
107

。

4. 
1980

年
は

ク
チ

ャ
マ

タ
ン

の
数

。
市

(Kotamadya)
と

行
政

市
(Kota

Administras
り

は
嘗

該
県

議
に

含
め

た
。

豚
の

名
稀

の
ー

致
に
の
み
基
づ
く
も
の
で
，

古書
豚

域
と

現
f稼
1或

が
一

致
す

る
か

ど
う

か
は

不
明

で
あ

る
。

西
ジ

ャ
ワ

の
合

計
4
4
2
は

ス
パ

ン
(
l
U

チ
ャ

マ
タ
ン
)
，
フ
ツ
レ
ワ
カ
ル
タ

(
7
)
，
ブ
カ
シ
(
14)

の
3
豚
を
含
む
。

首
都

特
別

医
大

ジ
ャ

カ
ノ

レ
タ

は
便

宜
上

醤
パ

タ
ー

フ
ィ

ア
j際

と
メ

ー
ス
テ
ノ
レ
・
コ
ノ
レ
ネ
リ
ス
豚
と
し
た
。
中
ジ
ャ
ワ
で
は
替
ス
ラ
カ
ノ
レ
タ
知
事

省
に

属
す

る
と

思
わ

れ
る

6
豚
と

1
市

を
除

く
。

ス
ラ

バ
ヤ

は
鯨
な
く

，
ス
ラ
パ
ヤ
市
の
み
。

出
典

・
註

司N的

...).;.:!';もや
ν
睡
髄
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t!~ま
国
工
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Q
榊It-

Q
浴
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Q
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。
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439 

380 

578 

分
州
と
豚
の
関
係
は
そ
の
他
に
、

ω分
州
に
豚
(
プ
パ
テ
ィ
〉
が
存
在
し
な
い
場
合
、

分
州
が

2
つ
の
蘇
か
ら
な
る
場
合
、

ω逆
に
鯨
が
二
つ
(
一
例
だ
け
三
つ
)
の
分
州
か
ら
な

る
場
合
が
あ
る
(
サ
ラ
テ
ィ
ガ
豚
は
例
外
、
下
記
同
参
照
)
。
濁
立
パ
テ
ィ
が
存
在
す
る
の
は

ωと
ωで
あ
る
。
こ
の
場
合
パ
テ
ィ
は
嘗
然
そ
の
分
州
に
お
け
る
最
上
位
の
原
住
民
官
吏 (2) 

で
あ
り
、
そ
の
資
格
、
擢
限
、
義
務
な
ど
は
豚
に
お
け
る
ブ
パ
テ
ィ
に
準
じ
て
扱
わ
れ
た

〔
尚
之
ι

二一
N
∞
ω〕。

ωは
具
瞳
的
に
は
「
開
・
5
N
O
」
ま
で
の
パ
タ

l
フ
ィ
ア
州
の
み
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

ωの
場
合
、
ブ
パ
テ
ィ
の
直
接
管
轄
匝
域
は
第
一
の
分
州
の
み
で
、
第

二
、
第
三
の
分
州
の
匝
域
の
原
住
民
の
統
合
は
パ
テ
ィ
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
こ
の
パ
テ
ィ

は
形
式
上
ブ
パ
テ
ィ
に
従
属
す
る
と
さ
れ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
よ
う
に
思

-127ー

わ
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
濁
立
パ
テ
ィ
は
嘗
一
該
副
理
事
官
に
直
属
し
、
濁
立
パ
テ
ィ
の

職
制
は
燃
で
は
な
く
分
州
に
附
随
す
る
制
度
で
あ
る
〔
尚
之
H

F

N

∞∞〕。

本
稿
の
扱
う
時
期
に
は
次
の
一
五
の
濁
立
パ
テ
ィ
職
が
あ
っ
た
。

①
ア
ニ
ェ
ル
(
パ
ン
テ
ン
州
セ
ラ
ン
豚
)
。
正
式
に
は
「
チ
レ
ゴ
ン
、
ア
ニ
ェ
ル
、
ク
ラ
マ

ッ
ト
ワ
ト
ゥ
諸
郡
の
パ
テ
ィ

(
E
F
Sロ
常
任
鬼
門

E
E
C
F
m
o
p
〉ミ
R

g

F白
ヨ
白
ヤ

者釦門口
一)」。

一
八
六
二
年
に
設
置
さ
れ
た
〔
同
ミ
N
G
2
包
-w

]
戸
∞

mvG〉
回

一

ωめ〕。

正
式
に
は
「
メ
ネ
ス
、
チ
ャ
リ
ン
ギ
ン
、
チ
バ
リ
ウ
ン
諸
郡
の

パ
テ
ィ

(
F
F
gコ
ι
o
E
2
Z
2
3
7
A
g
z
P
E
m
z
g
c
E
23m)」。

②
メ
ネ
ス

(
同
州
パ
ン
デ
グ
ラ
ン
蘇
)
。

『
∞
円
}
)
・
]
戸
市

W
C
G

-
g己
で
チ
ャ
リ
ン
ギ
ン
豚
の
廃
止
に
と
も
な
い
設
置
さ
れ
た
。
①
②
と
も
『

ω手
・
5
H∞

-
N
E』
に
よ
り
慶
止
さ
れ
た
。
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-
J
S』
で
新
設
さ
れ
た
。

③
バ
タ

1
フ
ィ
ア
、
④
タ
ン
ゲ
ラ
ン
、
⑤
メ
l
ス
テ
ル
・
コ
ル
ネ
リ
ス
、
⑤
パ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
(
バ
タ
l
フ
ィ
ア
州
)
。
③
④
⑥
は
『
ω号・

5
8

③
は
「
バ
タ
l
フ
ィ
ア
市
と
衛
星
都
市
分
州
お
よ
び
メ
l
ス
テ
ル
・
コ
ル
ネ
リ
ス
分
州
の
パ
テ
ィ

(
E
F
Sロ
含

白
E
o
-
-
D
m
g
g白
色
巾
ロ
〈

S
E
E
S
Sロ
回
白
言
、5
2
Z
2
2
R
a
(U2
5一
戸
印
〉
」
と
稽
し
、
こ
の
二
分
州
が
管
轄
直
域
だ
っ
た
が
、
ま
も
な
く

a
p

E
E
l
S』
で
⑤
が
設
け
ら
れ
る
と
、

「
バ
タ
l
フ
ィ
ア
市
と
衛
星
都
市
分
州
」
の
み
が
管
轄
巨
域
と
な
っ
た
。
『

ω
F・
5
5
H∞
ど
に
よ

り
こ
の
分
州
と
タ
ン
ゲ
ラ
ン
分
州
が
合
併
さ
れ
て
バ
タ
l
フ
ィ
ア
分
州
と
な
る
と
、
③
は
同
分
州
の
パ
テ
ィ
と
な
り
、
④
は
底
止
さ
れ
た
。
③

⑤
⑥
は

a
P
E
N
M
|巳
ω』
で
バ
タ
l
フ
ィ
ア
豚
、

メ
I
ス
テ
ル

・コ

ル
ネ
リ
ス
豚
、

パ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
豚
の
新
設
に
と
も
な
っ
て
鹿
止
さ

れ
た
〈
た
だ
し
後
二
豚
の
設
立
は
『

ω手・
5
8
1
Eど
で
寅
施
さ
れ
た
)
。

⑦
チ
チ
ャ
レ
ン
ヵ
、

③
ス
カ
ブ
ミ
、
⑨
タ
シ
ク
マ
ラ
ヤ
、
⑮
ス
カ
プ
ラ
コ
ロ
ッ
ト
(
プ
リ
ア
ン
ガ
ン
州
〉
。
す
べ
て
『

ω号
-H∞
弓
ー
ロ

HlHN古

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。
⑦
⑨
⑩
は
『
皆

7
5
2
1
ω
N寸
』
で
各
分
州
の
鹿
止
に
よ
り
麿
止
さ
れ
、

⑦
は
バ
ン
ド
ゥ
ン
燃
に

⑨
は
ス
カ
ブ
ラ
鯨
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に
、
⑬
は
ス
カ
ブ
ラ
鯨
と
リ
ン
パ
ン
ガ
ン
鯨

P
E
Eロ間
E
Hガ
ル
ッ
ト
豚
)
に
分
割
し
て
吸
牧
さ
れ
た
。
③
は
『

ω
F
E
N
H
l
N
g』
で
ス
カ
ブ

、
腕
肺
新
設
(
チ
ア
ン
ジ
ュ
ル
豚
か
ら
分
離
)
に
よ
り
麿
止
さ
れ
た
。

⑪
サ
ラ
テ
ィ
ガ
(
ス
マ
ラ
ン
州
〉
。

『
ω忌
呂
田

|ω
ど
で
サ
ラ
テ
ィ
ガ
豚
鹿
止
に
よ
り
設
置
。

県系

濁
立
パ
テ
ィ
匝
と
も
に
サ
ラ
テ
ィ
ガ

ア
ン
パ
ラ
ワ
雨
分
州
を
含
み
、
二
分
州
が
濁
立
パ
テ
ィ
匿
を
仲
わ
な
い
一
瞬
ま
た
は
一
つ
の
濁
立
パ
テ
ィ
匿
か
ら
な
る
唯
一
の
例
外
で
あ
っ

た。

a
p
E
N∞
l
E
G』
に
よ
り
中
ジ
ャ
ワ
省
設
立
に
伴
う
措
置
と
し
て
麿
止
さ
れ
、

ス
マ
ラ
ン
燃
に
吸
牧
さ
れ
た
。

⑫
ジ
ョ
ン
バ
ン
(
ス
ラ
パ
ヤ
州
)
。
『

ω
F
H∞
巴

1
8』
で
ジ
ョ
ン
パ
ン
分
州
新
設
(
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
分
州
か
ら
)
に
と
も
な
い
設
置
さ
れ
、
『

ω吾・

5
5
1日
ω』
で
ジ
ョ
ン
パ
ン
鯨
新
設
(
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
耐
怖
か
ら
分
離
〉
に
よ
り
慶
止
さ
れ
た
。

⑬
ク
ラ
ク
サ
ア
ン
、
⑭
ル
マ
ジ
ャ
ン
(
以
上
マ
ラ
ン
州
〉
、
⑮
ジ
占
ン
ブ
ル
勺
フ
ス
キ
州
)
。
⑬
⑪
は
『

ω
F
E
S
E
で
設
置
、

出
∞

ω
l口
』
で
ジ
ム
ン
ブ
ル
分
州
新
設
(
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
分
州
か
ら
〉
に
と
も
な
い
設
置
。

⑮
は
『

ω号
・

(
プ
ロ
ポ
リ
ン
ゴ
懸
か
ら
)
、

ル
マ
ジ
ャ
ン
勝
新
設
(
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
豚
か
ら
〉
、

『
ω吾
・
出
ω∞
l
E
U』
で
各
々
ク
ラ
ク
サ
ア
ン
豚
新
設

ジ
占
ン
プ
ル
豚
新
設
ハ
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
懸
か
ら
〉
に
よ
り
麿
止
さ
れ



た
以
上
の
一
五
例
を
見
る
と
、

い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
地
域
的
な
偏
在
で
あ
る
。
西
ジ
ャ
ワ
に
多
く
、
中
ジ
ャ
ワ
は
一
例
だ
け
で

東
ジ
ャ
ワ
で
は
⑫
ジ
ョ
ン
パ
ン
以
外
は
、

東
端
地
方
(
0
0凹
円

roor-
-ハ
ス
ル
ア
ン
以
東
〉
に
限
ら
れ
る
。

西
ジ
ャ
ワ
と
東
端
地
方
で
地
方

あ
り
、

行
政
機
構
の
整
備
が
遅
れ
た
と
言
え
る
。
西
ジ

ャ
ワ
は
ジ
ャ
ワ
島
で
最
も
早
く
オ
ラ
ン
ダ
支
配
下
に
入
っ
た
地
域
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
大
量
の

私
領
地
の
存
在
や
プ
リ
ア
ン
ガ
ン
制
度
の
よ
う
な
行
政
機
構
の
近
代
化
を
匝
む
要
因
が
あ
っ
た
。
東
端
地
方
は
比
較
的
人
口
希
薄
で
あ
り
開
護

が
遅
れ
た
こ
と
と
開
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
濁
立
パ
テ
ィ
職
の
鹿
止
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。
第
一
は
②
メ
ネ
ス
や
⑪
サ
ラ
テ
ィ
ガ
の
よ
う
に
、
蘇
の
慶
止
に
と
も
な

っ
て
設
置
さ
れ
、
や
が
て
麿
止
さ
れ
る
場
合
、

つ
ま
り
懸
の
最
終
的
慶
止
に
至
る
過
渡
的
段
階
の
場
合
で
あ
る
。
第
二
は
逆
に
蘇
の
設
立
ま
で

の
遁
渡
的
段
階
と
見
な
し
う
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
豚
の
設
立
と
と
も
に
遁
常
の
パ
テ
ィ
職
が
新
た
に
設
け
ら
れ
る
。

第
三
に
、
上
記
第
二
黙
の
第
二
の
タ
イ
プ
と
も
関
連
す
る
の
だ
が
、
省
の
設
立
に
と
も
な
っ
て
全
域
に
鯨
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
猫
立

-129一

パ
テ
ィ
匝
が
委
を
消
し
た
こ
と
で
あ
る
(
第
二
節
同
参
照
)
。

(c) 

勝、

の

饗

遜

懸
の
設
立
と
慶
止
に
つ
い
て
表
3
を
補
足
し
な
が
ら
、
省
設
立
前
の
州
匿
分
に
従
っ
て
見
て
い
き
た
い
。

西
ジ
ャ
ワ
の
バ
ン
テ
ン
州
で
は
『

ω
P
E
S
-
Eど
に
よ
り
牒
の
名
稿
、
が
出
現
更
(
簡
略
化
〉
さ
れ
、
北
部
蘇
セ
ラ
ン

(
Z
o
o
E
R
H
U
m
g
g
n
E匂

南
部
牒
ル
パ

γ
ク

(
P
E
R
m
-
c
z
r
)、

ω
m
g
ロ間
〉、
中
部
勝
パ
ン
デ
グ
ラ
ン
(
玄
広
含
ロ

H
P
P
E
a
-
g
m〉、

西
部
鯨
チ
ャ
リ
ン
ギ
ン

(JF帥
丹
市
同

H
N

・
の
白
山
口
問
山
口
)
が
各
々
セ
ラ
ン
鯨
、
パ
ン
デ
グ
ラ
ン
瞬
、
ル
バ
ッ
ク
燃
、

チ
ャ
リ
ン
ギ

ン
鯨
と
改
稿
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
チ
ャ
リ
ン
ギ
ン
廓
は

『
ω
P
E
g
-
u
O叶』
で
鹿
止
さ
れ
濁
立
パ
テ
ィ
直
に
な
っ
た
。
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バ
タ
l
フ
ィ
ア
州
は
最
も
早
く
一
七
世
紀
に
直
轄
領
に
な
り
、

い
わ
ば
東
イ
ン
ド
政
麗
の
お
膝
元
と
言
う
べ
き
地
域
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
む
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し
ろ
豚
は
設
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
上
で
見
た
よ
う
に
一
九

O
八
年
に
な
っ
て
初
め
て
濁
立
パ
テ
ィ
匿
が
設
置
さ
れ
、

一
九
二

0
年
代
に
牒

が
設
立
さ
れ
る
。

プ
リ
ア
ン
ガ
ン
州
で
は
『
ω
F
巴
ロ
ー
目
。
』
に
よ
り
ス
カ
ブ
ラ
燃
は
タ
シ
ク
マ
ラ
ヤ
燃
と
改
稽
し
、

リ
ン
パ
ン
ガ
ン
豚
は
ガ
ル
ッ
ト
豚
と

改
稿
し
た
。

た。

『
ω
F
昌
広
l
s
o
』
で
チ
ル
ボ
ン
州
ガ
ル
(
の
ち
長
)
臆
が
プ
リ
ア
ン
ガ
ン
州
に
移
さ
れ
、

名
稽
を
チ
ア
ミ
ス
懸
と
改
め
ら
れ

一
九

O
O年
か
ら
省
設
立
ま
で
の
聞
に
鯨
の
属
す
る
州
が
獲
化
し
た
唯
一
の
ケ

l
ス
で
あ
る
。

ス
カ
ブ
ミ
は
『
ω
F
E
N
H
1
問
。
』
で
濁

立
パ
テ
ィ
直
か
ら
燃
に
な
っ
た
。

中
ジ
ャ
ワ
で
は
ス
マ
ラ
ン
州
サ
ラ
テ
ィ
ガ
豚
は
『
ω
F
H
∞
8
1
ω
ω
』
で
鹿
止
さ
れ
、

巴
記
|
ω
2
』
で
鹿
止
さ
れ
、

濁
立
パ
テ
ィ
巨
に
な
っ
た
。

ジ
L

ワ
ナ
鯨
は
『
ω
p・

ハ
テ
ィ
豚
に
編
入
さ
れ
た
。

バ
グ
レ
ン
州
ウ
ォ
ノ
ソ
ボ
鯨
は
一
九

O
O年
以
前
は
ル
ド
ヅ
ク
(
Z
E
r
〉
豚
と
稿

し
て
い
た
。

ク
ド
ゥ
州
ク
ト
ア
ル
ジ
ョ
鯨
は
『
ω
F
E
a
l
u
N
G
』
で
鹿
止
さ
れ
、
プ
ル
ウ
ォ
ル
ジ
ョ
豚
に
吸
牧
さ
れ
た
。
『
ω
F
巴
包
B
N
』
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で
次
の
三
鯨
が
鹿
止
さ
れ
た
。
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
州
パ
タ
ン
燃
は
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
豚
に
、
バ
ニ
占
マ
ス
州
プ
ル
ウ
ォ
ク
ル
ト
鯨
は
バ
ニ
ュ
マ
ス
蘇

と
パ
ン
ジ
ャ
ル
ヌ
ガ
ラ
豚
に
、
パ
一
一
ュ
マ
ス
州
カ
ラ
ン
ア
ニ
ャ
ル
燃
は
ク
ド
ゥ
州
ク
ブ
メ
ン
豚
に
編
入
さ
れ
た
。

東
ジ
ャ
ワ
の
ス
ラ
パ
ヤ
州
で
は
『
ω
F
E
呂

田
ω
』
で
ジ
ョ
ン
パ
ン
が
濁
立
パ
テ
ィ
置
か
ら
豚
に
な
り
、
同
時
に
シ
ダ
ユ
豚
が
鹿
止
さ
れ
、

そ
の
四
郡
の
う
ち
二
郡
は
グ
ル
シ
ッ
ク
勝
、
ニ
郡
は
ラ
モ
ン
ガ
ン
鯨
に
編
入
さ
れ
た
。
パ
ス
ル
ア
ン
州
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
豚
は
三
分
州
か
ら
な
っ

て
い
た
が
、

『
ω
F
E
N
∞
ー
に
ど
で
東
ジ
ャ
ワ
省
設
立
に
と
も
な
う
措
置
と
し
て
ク
ラ
ク
サ
ア
ン
、

ル
マ
ジ
ャ
ン
南
牒
が
設
立
さ
れ
た
。

シ

み
ン
ブ
ル
は
『
ω
F
E
N
∞
E
E
で
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
豚
の
濁
立
パ
テ
ィ
匝
か
ら
牒
に
な
っ
た
。

プ
ス
キ
豚
は
『
ω
F
E
E
l
ロ
。
』
で
鹿
止
さ
れ
、

ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
牒
に
吸
牧
さ
れ
た
。

『
ω
F
E
ω
ω
!
日
目
』
で
マ
ド
ゥ
ラ
州
サ
ン
パ
ン
豚

が
鹿
止
さ
れ
、

パ
ム
カ
サ
ン
鯨
に
吸
牧
さ
れ
た
。

郡
の
う
ち
三
郡
は
ス
ラ
パ
ヤ
豚
に
、

さ
ら
に
『
ω
F
E
誌
|
己
古
で
次
の
四
勝
が
慶
止
さ
れ
た
。

一
郡
は
ラ
モ
ン
ガ
ン
燃
に
編
入
。

ωト
ル
ン
ガ
ル
ッ
ク
豚
。
そ
の
四
郡
の
う
ち
三
郡
は
ト
ゥ
ル
ン
ア
グ
ン

一
郡
は
パ
チ
タ
ン
豚
に
編
入
。
切
パ
ン
ギ
ル
勝
。

ωグ
ル
シ
ッ
ク
勝
。
そ
の
四

腕仰に、

一
分
郡
が
マ
ラ
ン
耐
師
、

一
分
郡
が
プ
ル
ウ
ォ
ル
ジ
ョ
燃
に
編
入
、
他
は
パ
ス
ル
ア
ン



勝
に
編
入
。

ωク
ラ
ク
サ
ア
ン
勝
。
プ
ロ
ボ
リ
ン
ゴ
賑
に
編
入
。

ト
ヮ
ル
ン
ア
グ
ン
鯨
は
『
ω号・

5
2
1
8』
で
元
の
グ
ロ
ウ
ォ

(
Z
m
g君
。
〉
蘇
が
改
稿
し
、

ガ
ン
ジ
ュ
ッ
グ
瞬
は
『

ω忌
・
巴
N

∞

H
A
U
』
で

元
の
プ
ル
ブ
ッ
ク

3
2
r
m
r
)
豚
が
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

豚
の
鹿
止
と
新
設
を
見
る
と
、

一
九
ニ

0
年
代
ま
で
の
豚
の
慶
止
は
チ
ャ
リ
ン
ギ
ン
、
サ
ラ
テ
ィ
ガ
、
ジ
ュ
ワ
ナ
、

一
九
一

O
年
ま
で
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
牒
が
鹿
止
さ
れ
た
事
情
は
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。

シ
ダ
ュ
、
ブ
ス
キ
の
五

例
で
あ
り
、

一
九
三

0
年
代
の
鯨
の
慶
止
は

第
四
節
で
も
取
り
上
げ
る
。

鯨
の
新
設
は
西
ジ
ャ
ワ
に
四
例
〈
パ
タ
l
フ
ィ
ア
、
メ
I
ス
テ
ル
・
コ
ル
ネ
リ
ス
、
パ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
、
ス
カ
プ
ミ
〉
、

東
ジ
ャ
ワ
に
七
例
(
ジ
ョ
ン
パ

ン
、
ク
ラ
ク
サ
ア
ン
、
ル
マ
ジ
ャ
ン
、
ジ
ュ
ン
プ
ル
、
そ
し
て
マ
ド
ゥ
ラ
州
の
三
例
)
、

合
計
一
一
例
あ
る
。

マ
ド
ゥ
ラ
の
場
合
を
除
い
て
、

い
ず
れ
も

マ
ド
ゥ
ラ
島
に
は
早
く
直
轄
領
に
な
っ
た
パ
ム
カ
サ
ン
鯨
の
ほ
か
に
、

-
M
曲
目
的

n
E巴
ス
ム
ヌ
ッ
プ
と
同
マ
ド
ゥ
ラ
の
二
つ
の
自
治
領
が
あ
っ
た
。
前
者
は
『
ω
P
E
g
-
E
N』
で
鹿
止
さ
れ
て
直
轄
領
と
な
り
、

ヌ
ヅ
プ
燃
が
設
立
さ
れ
、
後
者
は
『
ω
P
E
g
-
E
A
H』
で
鹿
止
さ
れ
バ
ン
カ
ラ
ン
豚
と
サ
ン
パ
ン
耐
師
、が
設
立
さ
れ
た
〔
田
中
巴
∞

ω
参
照
〕
。

ス
カ
ブ
ミ
鯨
と
ジ
ョ
ン
パ

γ
豚
が
新
設
さ
れ
た
事
情
は
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
二
臆
と
マ
ド
ゥ
ラ
の
三
豚
以
外

猫
立
バ
テ
ィ
匝
か
ら
の
昇
格
で
あ
る
。

パ
ネ
ン
バ
ハ
ン
領

(
E
S
S
E
-

ス
ム

-131-

鯨
の
新
設
の
う
ち
、

は
、
非
常
に
早
く
直
轄
領
に
な
っ
た
バ
タ
l
フ
ィ
ア
州
と
開
設
が
相
封
的
に
遅
れ
た
東
端
地
方
で
あ
り
、

立
に
と
も
な
う
措
置
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

そ
こ
に
お
け
る
牒
の
新
設
が
省
の
設

日
本
軍
政
期
に
表
7
の
よ
う
な
名
稿
の
嬰
更
が
あ
っ
た
が
、
筆
者
の
知
る
限
り
、
豚
の
慶
止
や
新
設
は
な
く
、
ま
た
豚
の
属
す
る
州
の
襲
化

も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
豚
の
数
は
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
末
期
と
同
じ
六
七
で
あ
る
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
市
の
設
置
に
よ
り
ジ
ャ
カ
ル
タ
豚
の

六
郡
の
う
ち
二
郡
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
市
と
さ
れ
、
他
の
四
郡
か
ら
な
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
豚
は
そ
の
後
タ
ン
ゲ
ラ
ン
豚
と
改
稿
さ
れ
た
(
第
二
節

同
参
照
)
。
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オ
ラ
ン
ダ
時
代
末
期
の
豚
名
と
現
在
(
正
確
に
は
一
九
八
O
年
セ
ン
サ
ス
時
)
の
鯨
名
〔

M
v
h
E
p
b
F
h〕
を
封
照
す
る
と
〈
表
5
参照)、

決
の
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オランダ時代 日本軍政期

バターフィア州・燃 ・他 ジャカノレタ州・豚・他

タンゲラン豚

パイテンゾノレフチトト豚 ボゴノレ州・鯨

メーステノレ・コノレネリス豚 ジャティヌガラ豚

グロボガン豚 プノレウォダディ鯨

ジュパラ・レンパン汁l パティ州

日本軍政期の州・豚の名稽襲警更表 7
東
ジ
ャ
ワ
で
は
ス
ラ
パ
ヤ
瞬
、

が
出
現
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

は
シ
ト
ゥ
ボ
ン
ド
鯨
に
相
嘗
す
る
。

。
る

[1942年〕布告第27抗 29抗 30貌， 46貌 ( =

治政令第15鋭)，治政令第16~売， [1943年〕ジャ

カノレタ州告示第4競[IT"治官報.11: 10-12， 21; 
l4; 27) 

出典

よ
う
な
違
い
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

西
ジ
ャ
ワ
で
は
バ
タ
1
フ
ィ
ア
鯨
と
メ

l
ス
テ
ル
・
コ
ル
ネ
リ
ス
鯨
が
消
滅
し
て
い
る
。

上
に
述
べ
た
よ
う
に
日
本
軍
政
期
に
バ
タ

I
フ
ィ
ア
豚
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
勝
、

さ
ら
に
タ
ン
ゲ

ラ
ン
牒
と
改
稿
さ
れ
た
。

ジ
ャ
テ
ィ
ヌ
ガ
ラ
豚
と
改
稽
さ
れ
た
蕎
メ

1
ス
テ
ル
・
コ
ル
ネ
リ

ス
牒
の
地
域
は
、
首
都
特
別
巨
大
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
抜
大
に
よ
り
、
こ
れ
に
編
入
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
他
方
濁
立
後
に
ス
バ
ン
〈
ω与
S
m
)、
プ
ル
ワ
カ
ル
タ

(
E
H
Z
E
H
Z
)、
ブ
カ
シ

3
0
r
g
)
の
三
豚
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
設
の
事
情
は
不
明
だ
が
、
蓄
バ
タ

l
フ
ィ

ア
州
の
こ
の
地
域
は
非
常
に
私
領
地
が
多
か
っ
た
の
で
、
私
領
地
の
消
滅
と
関
係
が
あ
る
と

想
像
さ
れ
る
。
と
も
か
く
も
、
こ
の
聞
の
襲
化
は
奮
バ
タ
l
フ
ィ
ア
州
に
お
い
て
一
鯨
が
消
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滅
し
、
=
一
豚
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

中
ジ
ャ
ワ
で
は
一
九
一
ニ

0
年
代
に
麿
止
さ
れ
た
パ
タ
ン
鯨
が
復
活
し
て
い
る
だ
け
で
あ

る

グ
ル
シ
ッ
グ
牒
、

シ
ト
ヮ
ボ
ン
ド

9
5
Z
E
O〉
瞬
、

ト
ル
ン
ガ
ル
ッ
ク
瞬

ハ
ナ
ル
カ
ン
燃
が
消
滅
し
、

蓄
パ
ナ
ル
カ
ン
廓

し
か
し
蓄
ス
ラ
バ
ヤ
燃
は
現
在
の
ス
ラ
バ
ヤ
市
お
よ
び
グ
ル
シ
ッ
ク
鯨
に
相
嘗
し
、

一
九
三

0
年
代
に
慶
止
さ
れ
た
ト
ル
ン
ガ
ル
ッ
ク
鯨
が
復
活
し
た
だ
け
で
あ

し
た
が
っ
て
濁
立
後
は
、

す
な
わ
ち
現
在
の
牒
は
一
九
三

0
年
代
に
鹿
止
さ
れ
た
豚
の
う
ち
二
勝
が
復
活
し
た
こ
と
と
蓄
バ
タ
l
フ
ィ
ア
州
に
お
け
る
改
編
を
除
い

て
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
末
期
・
日
本
軍
政
期
の
牒
を
糧
承
し
て
い
る
と
言
え
る
。



(d) 

郡

と

分

郡

郡
長
は
ダ
l
ン

J

ア
ル
ス
時
代
(
一
八
O
八
J
二
年
〉
に
は
ウ
ェ
ダ
ナ
(
毛
色
自
由
)
、

ド
ヮ
マ
ン
(
り
ぬ
自
国
口
町
一〉、

マ
ン
ト
リ
・
ア
グ
ン
(
呂
田
ロ

E

〉
m
g
m
)
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
ラ
ッ
フ
ル
ズ
時
代
(
一
八
二

l
一
六
年
〉
に
ウ
ェ
ダ
ナ
に
統
一
さ
れ
た
。

嘗
時
は
分
郡
は
な
く
、

市
〆
エ

ダ
ナ
の
下
は
村
長
で
あ
っ
た
〔

ω
E
Zユ
白
ロ
仏
巴
芯
一
句
〕
。
政
醸
管
掌
栽
培
の
鹿
止
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
一
入
六

0
年
代
後
半
か
ら
一
八
七

0
年
代
前
半
に
か
け
て
〈
と
く
に
一
八
六
七
年
と
一
八
七
四
年
)
地
方
統
治
制
度
の
様
々
な
改
革
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
郡
行
政
整
備
の

た
め
『
ω
F
H∞記
l
叶
ど
に
よ
り
一
八
七
四
年
四
月
一
日
を
以
て
、
バ
タ

I
フ
ィ
ア
州
を
除
き
ま
た
嘗
面
は
プ
リ
ア
ン
ガ
ン
州
を
除
い
て
、
ジ

ャ
ワ
の
直
轄
領
全
域
に
統
一
的
な
制
度
と
し
て
分
郡
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
郡
長
が
統
治
す
る
郡
行
政
の
下
に
分
郡
長
が
任

命
さ
れ
る
(
あ
る
い
は
引
き
績
き
任
命
さ
れ
る
〉
。
分
郡
長
は
郡
長
に
直
属
す
る
。
郡
長
の
下
で
統
治
行
震
を
行
う
分
郡
長
以
外
の
官
吏
は
す
べ
て

は
郡
長
が
直
接
統
治
し
、
そ
の
他
の
分
郡
は
分
郡
長
が
統
治
す
る
。

毛
色
自
白
〉
と
稀
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
な
お
『
ω
F
H∞云
l
a』
に
附
載
の
州
|
豚
ま
た
は
分
州
|
郡
l
分
郡
の
一
覧
表
で
は
、

と
ん
ど
の
郡
が
二

i
四
の
分
郡
か
ら
な
っ
て
い
る
。

郡
長
は
ウ
ェ
ダ
ナ
、
分
郡
長
は
ア
シ
ス
テ
ン
ト
・
ウ
ェ
ダ
ナ
(
〉
8
2ぽロ寸
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躍
止
さ
れ
る
。
郡
長
に
は
書
記
句
会
忌
話
。
一
人
と
雇
員

3
3
8
8
H
)
四
人
、
分
郡
長
に
は
雇
員
二
人
が
附
置
さ
れ
る
。
郡
長
所
在
地
の
分
郡tま

プ
リ
ア
ン
ガ
ン
州
に
は
『
ω
F
H∞弓
l
E
H
i
U品
』
で
濁
自
に
郡
!
分
郡
制
度
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

『
ω
F
H∞a
l
S』
で
こ
の
規
程
が

適
用
さ
れ
た
。
こ
の
時
一
八
七

O
年
の
郡
、
分
郡
匿
分
が
糧
承
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
パ
タ
l
フ
ィ
ア
州
へ
の
同
じ
規
程
の
適
用
は
か
な
り
遅

れ
て
、
三
人
の
濁
立
パ
テ
ィ
職
を
設
け
た
の
と
同
じ
『
ω
P
E
S
-芯
』
で
あ
っ
た
。
「
パ
タ
l
フ
ィ
ア
市
と
衛
星
都
市
分
州
」
の
コ
マ
ン
ダ

ン
ト
(
(
U
O
B
ヨ
自
品
回
目
。
と
稽
し
た
郡
長
四
人
、
ア
ジ
ュ
ダ
ン
ト
(
〉
&
E
B
C
と
稽
し
た
分
郡
長
九
人
に
代
え
て
、
他
地
域
と
同
様
の
郡
長
二

人
、
分
郡
長
四
人
が
任
命
さ
れ
た
。
メ
l
ス
テ
ル
・
コ
ル
ネ
リ
ス
、
タ
ン
ゲ
ラ
ン
、
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
三
分
州
の
ド
ゥ
マ
ン
と
稽
し
た
郡
長
各

四
、
三
、
六
人
お
よ
び
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
分
州
バ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
郡
の
ア
シ
ス
テ
ン
ト
・
ド
ゥ
マ
ン
と
稿
し
た
分
郡
長
一
人
が
麿
止
さ
れ
、
他

331 
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地
域
と
同
様
の
郡
長
各
回
、
三
、
六
人
、
分
郡
長
各
入
、

四
、
九
人
が
任
命
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
統
一
的
な
制
度
と
し
て
の
郡
|
分
郡
の
行
政
匝
章
一
且
が
私
領
地
を
除
く
ジ
ャ
ワ
島
の
直
轄
領
全
域
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

分
郡
は
郡
行
政
の
補
助
的
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
上
記
の
『
ω
F
出
足
1J芯
』
と
次
の
よ
う
な
『
ω号
-
E豆
|
お
』

の
内
容

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
分
郡
設
立
よ
り
先
に
『
ω手・

5
ミ
ー
=
と
で
「
ジ
ャ
ワ

・
マ
ド
ゥ
ラ
の
州
行
政
の
長
へ
の
指
示
。

E
Z
E
5

5
2
ι
o
r
S
E
E
Sロ
岡
市
君

2叩

}crrms-日
告

r
s
oロ
宮
邑
omg)」
、
「
ジ
ャ
ワ
・
マ
ド
ゥ
ラ
の
ブ
パ
テ
ィ
へ
の
指
示
。
E
可
ロ
ロ
号

5
0円
借

5
m
g
E
H
C匂
回

目

g
g
y白色
Dmg〉
」
、
「
ジ
ャ
ワ
・
マ
ド
ヮ
ラ
の
郡
長
へ
の
指
示
。
ロ
奇
zntogo
ニo
E印
丘
三
田
町

0
0
2
8
0司

γ
g
g
y白
色
S
S〉」

が
定
め
ら
れ
、
各
々
の
職
務
、
義
務
、
特
権
、
禁
止
事
項
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
漠
然
と
、
あ
る
場
合
に
は
細
か
く
定
め
ら
れ
た
が
、
分
郡
長

に
関
し
て
は
『
ω号
-
H

∞
記
包
』
で
「
郡
長
へ
の
指
示
」
を
準
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
分
郡
の
補
助
的
な
位
置
づ
け
は
オ
ラ
ン
ダ

時
代
を
通
じ
て
欝
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

日
本
軍
政
期
に
こ
の
黙
で
の
襲
化
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
日
本
軍
政
期
に
も
郡
、

ク
(
行
政
村
)
の
編
成
纏
え
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
『
治
官
報
』
と

N
F泊
、
。
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、

ソ
ン
(
奮
分
郡
)
、

さ
ら
に
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資
料
が
不
完
全
な
の
で
(
註
(

1

)

参
照
)
、
こ
れ
を
逐

一
跡

ξ

つ
け
る
の
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

ク
チ
ャ
マ
タ
ン
の
敷
は
漸
増
し
て
現
在

オ
ラ
ン
ダ
時
代
の
郡
が
な
く
な
り
、
分
郡
が
ク
チ
ャ
マ
タ
ン
に
な
っ
た
と
い
う
示
唆
が
得
ら
れ
る
。
郡
が

麿
止
さ
れ
た
事
情
は
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。
各
牒
の
分
郡
と
ク
チ
ャ
マ
タ
ン
の
敷
(
表
5
の
J
と
N
)
を
比
べ
る
と
(
廃
止
さ
れ
た
燃
が
復
活
し

た
場
合
は
慶
止
前
〉
、
既
越
の
よ
う
な
大
幅
な
改
編
の
あ
っ
た
奮
バ
タ
l
フ
ィ
ア
州
を
除
く
六
八
鯨
の
う
ち
、
三
四
豚
で
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
差

(
9〉

異

一
1
一
一
が
一
九
回
怖
、

差
異
三
i
五
が

一
O
厭
で
あ
り
、
差
異
六
以
上
は
五
勝
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
巌
密
に
は
こ
の
聞
の
襲
化
を
明

オ
ラ
ン
ダ
時
代
の
直
轄
領
の
郡
の
数
が
約
三
五

O
、
分
郡
の
数
が
約
一
、
二

O
Oな
の
に
射
し
て
、

は
約
一
、

四
O
Oで
あ
る
(
表
6
)
。

確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
い
え
、

か
し
、
郡
の
補
助
的
な
も
の
と
い
う
分
郡
の
位
置
づ
け
は
、
郡
の
消
滅
に
よ
り
、

現
在
の
ク
チ
ャ
マ
タ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
時
代
の
分
郡
(
日
本
軍
政
期
の
ソ
ン
)
の
縫
承
者
と
考
え
ら
れ
る
。
し

ま
っ
た
く
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。



第
四
節

む
す
び
に
か
え
て

(a) 

地
方
行
政
匝
霊
の
標
準
化

ジ
ャ
ワ
島
の
直
轄
領
に
お
け
る
地
方
行
政
匝
董
の
標
準
化
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
一
九
世
紀
初
頭
以
来
の
ジ
ャ
ワ
・
マ
ド
ヮ
ラ
の
直
轄
領
化
を
振
り
返
る
と
、

イ
ギ
リ
ス
中
開
統
治
期
に
西
ジ
ャ
ワ
の
バ
ン
テ
ン
、

チ
ル

ボ
ン
雨
王
園
が
直
轄
領
と
な
り
、

ま
た
マ
タ
ラ
ム
王
園
の
ク
ド
ゥ
地
域
な
ど
が
直
轄
領
化
さ
れ
た
。

ジ
ャ
ワ
戦
争
後
の
一
八
三

O
年
に
マ
タ
ラ

ム
王
園
の
領
域
の
大
幅
な
直
轄
領
化
が
あ
り
、
一
八
七
四
年
の
州
で
い
え
ば
パ
グ
レ
ン
、
バ
ニ
ム
マ
ス
、

あ
た
る
部
分
が
直
轄
領
化
さ
れ
、
後
の
ス
ラ
カ
ル
夕
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
雨
知
事
省
の
み
が
自
治
領
と
し
て
残
る
。
そ
の
後
一
八
八

0
年
代

マ
デ
ィ
ウ
ン
、

ク
デ
ィ
リ
の
四
州
に

に
マ
ド
ゥ
ラ
島
の
二
つ
の
自
治
領
が
直
轄
領
化
さ
れ
て
、

ジ
ャ
ワ
・
マ
ド
ゥ
ラ
の
直
轄
領
と
自
治
領
が
最
終
的
に
確
定
す
る
。
本
稿
の
扱
う
時
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期
の
初
期
は
、
直
轄
領
と
自
治
領
と
い
う
植
民
地
支
配
擢
の
最
も
根
本
的
な
形
態
が
完
成
す
る
時
期
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
時
期
に
牒
|
郡
i
分
郡
と
い
う
標
準
化
さ
れ
た
行
政
匿
董
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
プ
パ
テ
ィ
(
|
パ
テ
ィ
)
|
郡
長
|
分
郡
長
と
い
う
標

準
化
さ
れ
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
統
治
す
る
と
い
う
、
一
九
四
二
年
ま
で
(
さ
ら
に
そ
の
後
ま
で
)
績
く
瞳
制
が
成
立
す
る
。
こ
の
標
準
化
の
捷
凱

要
因
に
は
王
侯
領
と
私
領
地
の
他
に
、
濁
立
パ
テ
ィ
匿
、
バ
タ
l
フ
ィ
ア
州
の
郡
・
分
郡
制
度
な
ど
が
あ
っ
た
。
王
侯
領
と
私
領
地
の
消
滅
は

濁
立
後
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
は
一
九
二

0
年
代
後
半
の
自
治
瞳
と
し
て
の
省
と
牒
の
設
立
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

ま
た
フ
オ
ル
ク
ス
ラ
l
ト
|
省
評
議
舎
|
豚
・
市
評
議
舎
と
い
う
代
議
制
度
の
枠
組
み
が

(
そ
れ
ら
が
い
か
に
貿
質
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と

倫
理
政
策
の
重
要
な
内
容
で
あ
る
地
方
分
権
政
策
と
原
住
民
自
治
政
策
が
最
終
段
階
に
入
っ
た
。

重
と
し
て
は
ヨ
ー
ロ

ッパ

人
行
政
の
分
州
と
監
督
官
置
が
鹿
止
さ
れ
、
省
ー
州
|
豚

・
市
|
郡
l
分
郡
と
い
う
標
準
化
さ
れ
た
地
方
行
政
匝
萱

し
て
も
)
形
成
さ
れ
、

こ
の
時
地
方
行
政
直
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が
ジ
ャ
ワ
島
の
直
轄
領
全
一
域
に
行
き
渡
っ
た
。
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現
在
の
省
|
牒
・
市
|
グ
チ
ャ
マ
タ
ン
と
い
う
地
方
行
政
臣
重
の
編
成
は
、
日
本
軍
政
期
に
起
源
の
あ
る
首
都
特
別
巨
大
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
州

お
よ
び
郡
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
別
に
す
れ
ば
、
こ
の
一
九
二

0
年
代
末
に
完
成
し
た
制
度
を
縫
承
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
三

0
年
代
半
ば
に
、
世
界
恐
慌
の
影
響
下
で
の
全
般
的
な
歳
出
削
減
政
策
の
一
環
と
し
て
原
住
民
行
政
直
霊
と
行
政
官
の
大
幅
な
削
減

が
行
わ
れ
た
。
中
ジ
ャ
ワ
で
四
豚
、
東
ジ
ャ
ワ
で
五
燃
が
鹿
止
さ
れ
、
全
剛
直
で
七
六
回
肺
か
ら
六
七
豚
へ
と

一
割
以
上
の
大
幅
減
少
が
あ
っ
た
。

西
ジ
ャ
ワ
に
一
例
も
な
い
の
が
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
中
ジ
ャ
ワ
と
東
ジ
ャ
ワ
だ
け
で
数
え
れ
ば
五
八
勝
中
の
九
豚

C
六
%
)

と
さ
ら
に
高
い
比
率
に
な
る
。

郡
の
数
は
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
五
年
の
聞
に
三
八
三
か
ら
三
四
減
っ
て
三
四
九
に
な
り
、
分
郡
の
敷
は

一
、
三
二
三
か
ら
一
一
九
減
っ
て
一
、
二

O
四
に
な
っ
た
。
中
ジ
ャ
ワ
・
東
ジ
ャ
ワ
で

a
p巴
出
|
ど
で
は

一
豚
あ
た
り
の
郡
の
敷
の
卒

均
値
は
四

・
七
で
、
事
質
、
ほ
と
ん
ど
の
豚
が
四

1
六
郡
か
ら
な
り
、

は
(
郡
の
数
も
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
)
五
・

O
と
上
昇
し
、

七
郡
の
牒
は
二
、

八
郡
の
豚
は
三
で
あ
る
が
、

一
九
三
五
年
の
卒
均
値

一
O
郡
の
勝

一、

入
郡
の
勝
二
、

七
郡
の
鯨
五
と
な
り
、
地
方
行
政
単
位
の
標
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準
化
が
損
な
わ
れ
て
い
る
(
西
ジ
ャ
ワ
で
は
元
来
七
郡
以
上
の
豚
が
多
い
〉
。

削
減
さ
れ
た
匝
輩
は

一
九
四
二
年
初
め
ま
で
ほ
と
ん
ど
復
活
せ
ず
、
濁
立
後
も
麿
止
さ
れ
た
九
懸
の
う
ち
復
活
し
た

の
は
二
鯨
に
す
ぎ
ず
、

多
く
の
鯨
で
ク
チ
ャ
マ
タ
ン
(
奮
分
郡
)
の
数
も
削
減
後
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

と
し
て
は
、
猫
立
後
の
豚
と
ク
チ
ャ
マ
タ
ン
の
数
は
世
界
恐
慌
に
よ
り
削
減
さ
れ
た
一
九
三

0
年
代
半
ば
の
も
の
を
縫
承
し
て
い
る
と
言
え

都
市
化
の
著
し
い
地
域
な
ど
の
例
外
は
あ
る
が
、

大
勢

る

(b) 

原
住
民
行
政
首
長
の
人
数

最
後
に
、

一
九
三

0
年
代
の
削
減
に
関
連
し
て

原
住
民
行
政
直
董
の
首
長
の
人
敢
に
燭
れ
て
お
き
た
い
。

牒
の
敷
と
ブ
バ
テ
ィ
(
お
よ
び

パ
テ
ィ
)
の
人
数
は

一
致
す
る
が
、

パ
テ
ィ
が
郡
長
職
を
粂
務
し
、
郡
長
が
分
郡
長
職
を
粂
務
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

郡
の
数
と
郡
長
の
人

数
、
分
郡
の
散
と
分
郡
長
の
人
数
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。



パ
テ
ィ
は
王
園
に
お
け
る
宰
相
に
相
嘗
す
る
も
の
で
、
プ
パ
テ
ィ
の
行
政
任
務
の
ほ
と
ん
ど
を
寅
際
に
は
パ
テ
ィ
が
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た

〔同
F
E
C
2
5出
口
日
、
日
参
照
〕
。
ラ
ッ
フ
ル
ズ
時
代
に
ブ
パ
テ
ィ
は
各
一
人
の
パ
テ
ィ
を
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
が
、
嘗
時
は
パ
テ
ィ

を
持
た
な
い
ブ
パ
テ
ィ
も
多
か
っ
た
〔

ω三
宮
己
目
仏
巴
昌
一
む
〕
。
上
述
の
一
八
六
七
年
の
「
ジ
ャ
ワ
・
マ
ド
ゥ
ラ
の
ブ
パ
テ
ィ
へ
の
指
示
」
の

第
五
篠
に
「
ブ
パ
テ
ィ
の
死
亡
、
病
気
そ
の
他
正
嘗
な
支
障
の
あ
る
場
合
」
パ
テ
ィ
が
職
務
を
代
行
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
頃

に
は
パ
テ
ィ
は
一
般
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
ブ
パ
テ
ィ
に
パ
テ
ィ
が
附
さ
れ
る
の
は
一
八
七
四
年
で
あ
っ
た
〔

ω三
宮
ユ

g仏

巴
昌
一
口
〕
。
こ
の
パ
テ

ィ
の
役
割
が
一
九

O
O年
以
後
幾
分
襲
化
す
る
。

す
な
わ
ち

B
P
E
S
-
N
N
O』
で
『

ω
F
E記
|
己
』
の
規
程
が

改
め
ら
れ
、
勝
首
邑
の
所
在
地
で
あ
る
郡
の
郡
長
の
職
務
は
パ
テ
ィ
が
粂
務
す
る
よ
う
、
質
情
に
照
ら
し
て
可
能
な
所
か
ら
順
次
饗
え
て
い
く

と
さ
れ
た
。
事
責
パ
テ
ィ
の
郡
長
職
乗
務
は
一
般
化
し
、
こ
の
よ
う
な
パ
テ
ィ
は
パ
テ
ィ
・
ウ
ェ
ダ
ナ

q
E
F巧
邑
自
白
)
と
よ
ば
れ
た
。
例
外

的
だ
が
分
郡
長
職
も
あ
わ
せ
て
乗
務
す
る
場
合
さ
え
あ
っ
た
。
パ
テ
ィ
・
ウ
ェ
ダ
ナ
は
省
設
立
後
は
原
則
的
に
廃
止
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
全
般

的
歳
出
削
減
の
一
環
と
し
て
、
一
九
三

0
年
代
牢
ば
に
は
再
び
か
な
り
多
く
な
る
の
だ
が
、
一
九
四
二
年
に
は
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

郡
長
の
郡
首
ロ
巴
所
在
地
の
分
郡
長
職
品
兼
務
は
、
分
郡
設
立
以
来
一
貫
し
て
か
な
り
多
か
っ
た
。
た
だ
し
パ
テ
ィ
・
ウ
ェ
ダ
ナ
所
在
地
の
分
郡

に
は
ふ
つ
う
分
郡
長
が
配
置
さ
れ
る
。
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省
設
立
以
後
の
郡
長
と
分
郡
長
の
人
数
を
具
盤
的
に
見
る
と
、
パ
テ
ィ
・
ウ
ェ
ダ
ナ
は
『
河
〉
5
N
U
』
で
は
ス
ム
ダ
ン
豚
だ
け
な
の
で
、
郡

長
は
三
人
二
人
で
あ
る
。

し
か
し
『
河
〉
巴
ω∞
』
で
は
郡
の
敷
が
三
四
減
り
、

パ
テ
ィ

・
ウ
ェ

ダ
ナ
が
二
四
人
い
る
の
で
(
西
ジ
ャ
ワ
三
、
中
ジ

郡
長
は
三
八
二
人
か
ら
三
二
五
人
へ
と
五
七
人
(
一
五
%
)
減
少
し
て
い
る
。

%
と
い
う
高
率
で
あ
る
。
た
だ
し
『
河
〉

E
b』
で
は
パ
テ
ィ
・
ウ
ェ
ダ
ナ
は
三
人
に
減
り
(
中
ジ
ャ
ワ
て
東
ジ
ャ
ワ
一
一
〉
、

で
、
一
九
二
九
年
と
比
べ
て
三
五
人
(
九
%
〉
の
減
少
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ヤ
ワ
一
四
、
東
ジ
ャ
ワ
七
)
、

中
で
も
中
ジ
ャ
ワ
の
減
少
率
は
二
六

郡
長
は
三
四
七
人

335 

郡
長
の
分
郡
長
職
粂
務
は
、
一
九
二
九
年
は
一
九

O
(西
ジ
ャ
ワ
一
九
、
中
ジ
ャ
ワ
九
八
、
東
ジ
ャ
ワ
七
三
〉
だ
が
、

に
培
え
(
西
ジ
ャ
ワ
五
O
、
中
ジ
ャ
ワ
九
三
、
東
ジ
ャ
ワ
八
四
〉
、

『
閉
山
〉
巴
品
ど
で
は
二
二
ニ
(
西
ジ
ャ
ワ
五

て

『H
N

〉
出
ω。
』
で
は
二
二
七

中
ジ
ャ
ワ
八
九
、
東
ジ
ャ
ワ
七
三
〉
で
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あ
る
。

分
郡
長
の
人
数
は
一
、

一
三
三
人
か
ら
九
七
七
人
に
な
り
(
一
五
六
人
、

分
郡
長
の
減
少
率
に
は

分
郡
倒
減
数
の
少
な
い
西
ジ
ャ
ワ
で
郡
長
の
分
郡
長
職
乗
務
が
と
く
に
増
え
て
お
り
、

し
た
が
っ
て

た
(
ご
ニ
七
人
、

一
二
%
減
)
。

西
部
、
中
部
、
東
部
三
地
域
の
聞
に
著
し
い
違
い
は
な
い
。

註(

1

)

日
本
軍
政
期
は
『
治
官
報
』
と
内
お
潟
、
。
が
基
本
的
資
料
で
あ

る
。
行
政
匿
査
の
嬰
更
は
州
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
こ
の
二
資
料

(
と
く
に
後
者
)
に
は
行
政
匿
査
の
第
更
に
関
す
る
約
一
五
の
州
令
が

見
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
資
料
に
は
州
令
の
ご
く
一
部
し
か
牧
録
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
資
料
と
し
て
不
完
全
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
の
知
る
限
り

『
全
ジ
ャ
ワ
回
数
朕
況
調
査
書
』
の
第
八
章
第
一
(
一
一
一
一
九
|
三
四

O

頁
)
の
他
に
は
日
本
軍
政
期
の
地
方
行
政
匿
査
の
一
覧
表
と
し
て
使
え

る
資
料
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
一
覧
表
も
、
二
八
の
郡
で
分
郡
匡
分
が

記
さ
れ
て
い
な
い
の
を
は
じ
め
、
郡
と
ソ
ン
(
奮
分
郡
)
の
配
列
に
混

飢
が
あ
る
な
ど
、
不
完
全
で
あ
る
。
こ
の
一
覧
表
は
日
本
軍
政
初
期
の

一
九
四
二
年
八
月
末
の
も
の
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
末
期
の
二
郡
と
五

ソ
ン
が
な
く
、
逆
に
オ
ラ
ン
ダ
時
代
末
期
に
存
在
し
な
い
一

O
ソ
ン
が

あ
り
、
七
ソ
ン
の
名
稽
が
オ
ラ
ン
ダ
時
代
と
は
異
な
り
、
三
ソ
ン
の
所

属
す
る
郡
が
異
な
る
。

(
2
〉
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
全
鐙
は
八
つ
の
第
一
級
行
政
直
査
に
匿
分
さ

れ
て
お
り
、
外
島
に
は
三
知
事
省
が
あ
っ
た
。
ス
マ
ト
ラ
知
事
省
は
一

O
州(岡山何回日仏

g己
品
、
二
七
分
州
(
〉
Eo--ロ
巴
、
一

O
七
副
分
州

ハO
口
分
gEo--口
問
)
か
ら
な
り
、
ボ
ル
ネ
オ
知
事
省
は
二
州
、
九
分

一
四
%
減
〉
、

最
終
的
に
は
九
九
六
人
に
な
っ

州
、
三
八
副
分
州
か
ら
な
り
、
大
東
ハ
の
円
o
g
o
g
C
知
事
省
は
五

州
、
二
三
分
州
、
九
四
副
分
州
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
三
知
事
省
は
一
九

三
六
年
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
第
一
級
行
政
匿
に
は
州

と
知
事
州
(
の
O
口語門口町
B
S
F

知
事
省
と
匡
別
す
る
た
め
知
事
州
と

誇
す
〉
の
二
種
類
が
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
標
準
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
オ
ラ
ン
ダ
時
代
末
期
で
も
副
分
州
よ
り
下
の
レ
ベ
ル
で
は
郡
、
分

郡
、
行
政
村
、
自
治
領
(
規
模
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
〉
の
各
々

の
有
無
が
地
域
ご
と
に
異
な
り
、
非
常
に
複
雑
で
あ
る
〔
p
b
.
h与

志、
h
h
b
h

巳
た
口
・
念
仏
〕
。
本
稿
で
は
外
島
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、

外
島
で
も
地
方
行
政
匪
査
の
標
準
化
が
一
定
程
度
進
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
、
お
よ
び
用
語
の
遠
い
か
ら
見
て
ジ
ャ
ワ
の
行
政
匡
査
と
は
異
な
る

編
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
『
岡
山
〉
H
E
N
F
S
A
H
1
8
J

に
外
島
の
自
治
領
と
し
て
ス
マ
ト
ラ
知
事
省
一
四
三
、
ボ
ル
ネ
オ
知
事

省
一
七
、
大
東
知
事
省
一
一
六
、
合
計
二
七
六
が
奉
が
っ
て
い
る
。
ジ

ャ
ワ
島
で
は
ス
ラ
カ
ル
夕
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
各
二
の
四
自
治
領
だ

け
で
、
こ
れ
ら
は
ふ
つ
う
王
侯
領
と
総
務
さ
れ
る
。
濁
立
後
は
も
ち
ろ

ん
自
治
領
は
存
在
し
な
い
。

(

3

)

市
の
数
は
『
ω号
-HU2l
g
J
で
バ
タ
I
フ
ィ
ア
市
と
メ
l
ス
テ

-138ー
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ル
-
コ
ル
ネ
リ
ス
市
が
合
併
し
て
パ
タ
l
フ
ィ
ア
市
と
な
っ
た
た
め
、

最
移
的
に
は
一
八
で
あ
る
。

(

4

)

外
島
で
は
二
ニ
の
都
市
-
評
議
曾
と
一

O
の
分
州
評
議
曾
q
z
g
z
-

E
5
5
包
)
が
設
立
さ
れ
た
〔
〈
芯
自
由
ロ
〈
R己
品
目
-
H
2
1
5
8
0

(

5

)

オ
ラ
ン
ダ
時
代
に
は
嘗
然
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
州
長
官
に
な
っ
た
こ

と
は
な
く
、
日
本
軍
政
期
に
も
州
長
官
(
ω
百
三
苫
o
E
る
と
特
別
市

長
(
、
H，or
z
z
z
'
ω
ξ
0
0
〉
は
嘗
初
す
べ
て

日
本
人
で
あ
っ
た
が
、

一

九
四
三
年
一
一
月
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
州
と
ポ
ジ
ョ
ヌ
ゴ
ロ
州
で
、

翌
年
ク

ド
ゥ
州
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
州
長
官
に
な
っ
て
い
る

〔早
稲
田
H

H
S
l
g竺
倉

淳

S
S
H
N
〕
。
さ
ら
に
一
九
四
四
年
治
政
令
第
五

O

銃
(
一
九
四
四
年
一
一
月
一
一
一
一
一
日
公
布
、
一
二
月
一
日
施
行
)
で
各
州

に
副
州
長
官
(
出
c
E
ω
u
E
c
q
g
E
る

が
設
け
ら
れ
、
日
本
人
が
州

長
官
の
場
合
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
副
州
長
官
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が

州
長
官
の
場
合
は
日
本
人
が
副
州
長
官
と
さ
れ
た
。

〈
6
)

こ
の
ア
フ
デ
1
リ
ン
グ
(
〉
訟
巾
-
z
m
)
と
い
う
言
葉
自
鐙
に
は
分
州

と
い
う
意
味
は
な
く
、

「
下
位
区
分
(
と
く

に
最
上
位
の
匿
分
ど
と

い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
り
、
中
央
官
臨
の
部
も
ア
フ
デ
l
リ
ン
グ
と
呼

ば
れ
、
ま
た
省
の
設
立
後
は
州
が
ア
フ
デ
l
リ
ン
グ
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
ち
な
み
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の

へ
ウ
エ
ス
ト
(
。
。
当
g
。
と
い
う
語

は
、
「
地
域
」
や
「
地
方
」
と
い
う
意
味
の
一
般
的
な
名
詞
と

し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
行
政
用
語
と
し
て
は
第
一
級
地
方
行
政

匿
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
省
は
同
時
に
へ
ウ
エ
ス
ト
と
も
呼
ば

れ
、
省
設
立
以
前
は
州
が
へ
ウ
エ
ス
ト
で
あ
り
、
州
評
議
舎
は
の
守

宅
8
5
5
r
o
H
白
色
と
呼
ば
れ
た
。
さ
ら
に
「
場
所
」
や
「
地
方
」
を

意
味
す
る
プ
ラ
l
ツ
守
一
白
血
同
国
〉
の
汲
生
語
プ
ラ
l
ツ
ル
ッ
ク
〈立
白血再認
・

5
5
は
行
政
用
語
と
し
て
は
通
常
勝
レ
ベ
ル
の
行
政
を
指
し
、
燃
の

行
政
を
2
8
5
-
c
r
Z田
E
C
H
、
野
評
議
舎
を
宝
恒
国
仲
間
。
-
c
z
g
白
色

と
も
呼
ん
だ
。

(
7
〉
監
督
官
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
曾
社
時
代
に
起
源
が
あ
る
が
、
地
租

制
度
と
政
鹿
管
掌
栽
培
の
導
入
後
、
こ
れ
ら
を
捲
嘗
す
る
官
吏
と
し
て

地
租
栽
培
監
督
官
(
(UC
E
s
r
R
g
口
伝

Z
E
m
-
-』
E
=
H
r
o
gえ
S

S
E
-
Z
B
C
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

『ω
号
・
5
芯
l
N
m
m
』
で
一
般

行
政
に
組
み
込
ま
れ
て
内
務
行
政
監
督
官

(の
O
ロ
可
o
r
R
Z
Z丹

r
Z
D
E
-
g含

r
g
Z
E
〉
と
帯
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(

8

)

表
3
と
表
5
の
出
典
q
g
r
・
』
の
年
と
番
鋭
の
み
記
す
)
。

〉
-
広
三
全
域

H
∞
芯
l
a
-
パ
タ
l
フ
ィ
ア
、
プ
リ
ア
ン
ガ

ン
雨
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purpose.

　　

It was due to the reaction against his policies that the quali-

ficationsystem was praised in the later periods｡

　　

When we use the term‘financialｏ伍cials'for the Sansi bureaucrats,

it is necessary to distinguish between　the periods　before and after the

establishment of the qualificationsystem. In this paper, the ｔｅｒｍdoes

not refer to those who assumed in financia］ｏ伍cesafterthe establishment

of the qualificationsystem.

ADMINISTRATIVE DIVISIONS OF JAVA

　　　　　

HistoricalOutline

FUKAMI Sumio

　　

Indonesia has ｎｏぺf/unified local administration system ａ１１over the

country, down to village level, due to the high-handed national integration

policy of the government of the Republic of Indonesia. As a preliminary

research to the historical background of the unification, this paper traces

the changes of administrative divisions in ａ concrete way in Java, where

the model of present system was established, from 1874, when the stand･

ardized sub-district system was introduced to most of the area, to 1945,

when Indonesia declared her independence.　It was at the end of the 192O's

that as ａ result of the decentralization policy, started in the beginning of

this century, the unified system of administrative divisions prevailed in

Java, except the Principalities. Of this　Province-Residency-Regency /

Municipality-District-Subdistrict system, the Regency and　District　have

been abolished after independence, and the Subdi strict has become today's

District (Kecamatan).　The number of the Regency and Subdistrict were

decreased by about 10 percent in the middle of the 193O's. Most of today's

Regencies and Districts are same as the curtailed ones.

- ４－


